






































タ研究の成果が人の恵識と行動のモデル化の発展とその都市 á~ 設!è 備計画への
応用の一助となれば幸いである.
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する t!~i の l つであり 、 初Idi.H・副を j且じて供給されている。このために人の怠織










































ル化においては、経験刷、 E配布論、アナ ロジーに基づくア プローチによって従来
の研究を控J1]し、そのモデリングアプローチの歴史をふり返る。そして、効llIf望
論によるアプローチによってi1Jかれたモデルを整理する。
第 3信で l;t、 tilc，Ii施設に対する満足度怠訟をモデル化し、それを応用して設定















































析として地方 m~m 聞において幹線道路の f.Hi誌が商業施設の;J'IJmに及lます影響を計
百1する。
段後 lこ ~7 I;l では 、 結論として本研究で得られた成果をまとめる。
第 2 U 人の:怠識と行動のモデリングアプローチ
2. 1 概説
本研究では人の意識のモデルと人の行動のモデルを提案するが、モ デ リングの





















デルに的をしぼり 、 人の意識のモデル化の方法論 lこ闘する従来の研究を続縦し、
本研究の特徴について述べることにする。













て郎市社会学、社会心理学的に研究するもの。<2>tirl dl ~I' 画における tillrtí 解析の-
I~ として ~IIrlJの物限的・施設的条例2と人聞の;II.(:.~~ (行動〉の因果関係、メカニズ








からは分析論と ~I・曲論にまたがるものであり 、 住民怠舗の研究タイプとしては計




以下では、 2. 2. 1で、都Irfjbia役の評価窓:t精進のモデリングアプローチに








2. 2. 1 tilili施設の評価窓mf，l1.i訟のモデル
本研究ではtirlrh 施設の評価志;践例 i誌を 2 つの面からとらえる。 ~I として、郎市
ぬ~を含む都 rti環境をとりあげ説明すると、 lつ白 li、tirltfi環浸1多くのt結成要
因から成ると弓・えられるが、要因が作りあげる締造 I.t.、互いの関 i単位と~凶間の
ウェイトを解明することによって明らかにできるものでめり、 tsm.IXI!兎の良さそ
























尉子分析や数量化理論 OJ 類分析等による盟国間の級似皮の分析、主らに ~m化理
品 目蹟分析による聾因聞のウェイトの縫定が行われ、これらを総合化して評価志
-1・
2銭 ~g 造の同定を h う Jii.去が従来からよく用いられてきた川 .ぃ ・ .... 0 Ju近では、評
価怠 1訟の防局~11í ;tそモデル化するための手法として、 I S M i1l (1 nlcrprcl i vc 
S l r u c l ua 1 M od c 1 i n g) を過月]した0lJ7 ， や俊雄な縞造をらつ評価怠織を 11~}Eする
ために、シンプルで、論.I'J!的な回路指透モデルを提案し、少数のサンプルからモ






( 2 )公平 i生の野価 JE、;総 t，~ ;主のモデル化
~ rli h包設のif~iil において効率性と公平性は重要な市j盟条件になるにもかかわら
ず、これまでの鐙備計画においては公平性はあまり霊視されていなかったといえ










泌総を行うた研究明 ~I はみあたらない。一方、外 国の ~j をみると、 Alok i nsonが
公手性(不平等性)の計飢IJ方法について述 べた論文を発ぶしている 1目、経済学






2. 2. 2 dfl市総設の鐙備7J<i棋に対する評価のモデル
わが(~ においては、郎市施設の鐙備水準 lζ 対する評価 l;l、 ~ m J頭 I完全体の u 価
システムの 1f.jiとして研究されている事例がいくつかある 1..I ，12'。 すなわち、
2. 2. 1の(1 )で述べた郁子行環境の評価意識術造を ~Æ 成する側々の~凶 の ~f
f話を都 rlih"a設のが仰1人況といった物理的条件の関数でぶ現する dfl分であり、 ζ の
告s分だけを.l!l!閣としている研究もあるが、 トータルとしての郎市環境をJ備する
には、評価怠;銭偽造の同定が必要となってくる。
割1il h"il .l!iのt.1vi， 7]< ~l に対する評価モデルは、複数の施設の悠 ~iliJ)<怖を変数とし
て評価忠誠川造の l つの~・囚の ~1' 価値を彼定するモデルと、 lつの dfldi胞紋と評
価忠誠情jJiの l盟肉を結び付けたものの 2つに大別することができる。訴仙忠治
を椛成する:ll!凶 1、いくつかの物底的 ・施設的条件が組合わさって抑制容れてい
ると巧えられるが、 3予{雌:a(m~oIi.i草を細分化していくと、各袈凶 lま l 岨~の "11diぬ























2. 2. 3 本研究におけるアプローチとその特徴
ここでは、本研究でとり扱う人の怠識のモデリングアプローチの特徴を述べる















Oから 10 0 %の(l(iをとることになる。また説明変数lこは、た った 1fi綴の胞設






ぷ 2- 1および.i<2 2は過去に促嫁された郎m胞殺を含む郎市の琢I克を秤価
するモデルのうちから 5例をとりあげて整担し 、本研究で提案するモデルと比較
したらのでる。まず、総 IS) の研究はこの分野における先駆的研究の lつである
といえる。作成されたモデルは評価怠話術造の階脳では比絞的上位に位躍する安
-10-













~ 天野内山三本 | f事
環境の~f.悩 II(i U 、評価
*~UO 、満足度 v=










都市絡設の:m 住原I発をtg成する階廊 t.ll iIi環境を偶成する階
古!Iï1l施設までのfe~i 統治の下位~図のカテ 府f，'fij盆の下位要因のカ
自然条件 ゴリ ーデータ テゴリーデータ
?!l 数 i.l 数 1.l 数
。 。 x 
被説明~数を社会~iJ ffl 被説明変以の{i1i(i34足 t.ll iIh包設の ~i'価モデル
としたため縫定される 務〉がOから 100% というよりら評価怠滋





;({ 2 -2 ðI~ ili ぬ設.m市環境に対する従来の評価モデルとみ研究で縫
裂するモデルとの比較〈その 2) 
モ デル









自Il iljJMJ~の ~rl必 郎市環~員の 3HlIi















:見砂l~lXの数 IU 数 1袋 数 最大 2 側









全性、 t1H史 t1 、{記他社、快 ~l生からみた郎市環境の良さを社会効m という間合、を
用いて計思している。このときの説明変数には、需要を考怠 した郎iliのぬ.&1i1、
施設までの距縫、 自然条件 lこ閲する多くの変数を用いて いる。閃敬には対数間以
を用い、ある段皮の1住定t，?皮を示しているが、説明変数の紋が多い乙とがt，'，!.ftそ
よげていると Jまえられる 。また 、説明変数の主主が多いため、被 説明変nと説明;定
数のr:日、および汲明変数!日!の定毘的な関係が若干不明慌にな っている。 mJl、近
様、波辺 IfJ，、 および定件、地図 1I) の研究と高t語、須田 1~ I の研究におけるモ
デルは煩似している。定:IFらの研究では 、 ~市環境の評価および郎 rfi rl!!.\l.t~ ~iiJ ~ I 
固に ~m できるトータルシステムが提案され、その中のサブシステムとし てこの
モデルが作成されている。モデルは符価意識の|惰府精進の中の下位のt1凶に対す




天野、必山、三木， 9) は、偲人はある都市総設に対して将価*if，I，U 0をむち、
供給された施設に対して汗価総 Uを与える。そして、好価ftfiuが評価水惚 u0以
上であれば、個人 1;1.施設に泌足すると考えた。この評価値υと"H直I/<修uoをou:
$変放と仮定し、その~ u -U 0を満足度 Vとするとこの Vも砿ifl$:散になるこ
とから、満足度がある似 V以上の確率を満足率と定義した。こうすれば与えられ




説 IV:I 変数がそれらの上位の~因であることから 、 2. 2. 1の(1 )で述べた評




ンプルな線形 l次式である 。 このモデルも天野らのモデルと同 じように評価怠滋
椛造のモデルに近いものである。

















正であれば施設の利用 者ー はその配留に泌足していると前徒にたち 、側{直 λが6在・率
分布していると仮定して配位された施設に対する満足E絡をモデル化している。都
市施設を利用して i!'1られる価値 λは指数分布と仮定 し、公閣の配置等に ついて配
置に対する満足率との関係を現実の調査データから検討しているものの具体的 な
3-~i 価関数は舵定されておらず、理論研究にとどまっている。研究会体は都市施設






( 2 ) ~Jiお性 と公平性意識に基づく都市胞設の訴価モデル
初~ild包設鐙備においては、効率性はもちろん公平性も考慮 し、.It!J或や絡設問で
整備絡韮が無い状態が望まれる。施設鐙備において公平性を考悠するということ

















|見l数 j彩 指数分布 非線形 ワイブル分布一機関数
彼鋭1!Jl変数 配位にますする満足お 使z:tのスコア 配置に対する満足率
説明~数 施設までのf8~t 施絞までの距離 S包設までのi'e縦












だけである。第Jjt，tの~市路設笠備における効率性と公平 tt 志訟のモデル化~ .4 j 
の特徴 1;1.、 ~J* t.生と公平性を同時に考慮して郎市総設整備 Jt 1屈の評価を行い、さ
らに計幽立%に役立つモデルを作成することである。~6iの総予算が与えられた
幼合、効 i和的俗、すはわち胞~fを備に対する都市全体で平均的 t.i .tr (1lIifilが良くな
るような終的社 1~lj を行えば地域的な絡~が地大し、逆に地 i点的な tíH市絡1.:をなく

















のl.tc泌をおく効J1J.P] ~命に)~づくアプローチの 2 つに分けあことができる U民、
ftl:初のアプローチは行動学的な法磁を無視し、行動を行う占・よりもむしろ行動
そのものに焦点をあてている。これに閲しては磁務的なm念旬、を町、nJしてグラピテ







よく知られているものに、 Niedercorn and sechdolt- 、 scck・ann and Wa-




ンダム効期目!品に }J; づく非~計行動モデルがある。このモデル 1;1.、人の行動そ選
択行動としてとらえ、 ili択の怠志決定に及lます妥悶をmいて ri1. 1在した幼JIにlAづ










まず、 2. 3. 1では、グラピティモデルを経験則によるアプローチ、 1 sa rd 
とW i 1 son によるアプローチから概観する。次に、 2. 3. 2では、効HIJl]拾に
よるグラビティモデルの導出を中心に、個人行動モデルを概観する。そして、 2.
3. 3では、本研究におけるアプローチとその特徴について述べる。
2. 3. 1 経験則、確宿泊、アナロジ ーに法づくアプローチ
ここでは、経験則によるグラピティモデルの導出のH!;1!、および硲本論やその
アナロジーに b~ づくアプローチのうちで 、 代表的な 1 sa rdとW i I son グラピティ
モデルについてm・1に仮り返る。
( 1 )経験則に誌づくアプローチ 32)




1 856年の Careyであったれ'0 C arey は、ある一定地域に集まった人間1.11団
には吸引力が現れ、その吸引力は人1m集団の大きさに比例し、製印刷の距般に反
比例すると J5 えた。しかし、 CareY'~ J5・え を 唱えただけであり 、 定式化を行わな
かった ~ 4i o R avenstcin?5' は、 1889年に、 ある 地域 iから別の地以 jに流
入する人の聞は、員l! J~llfJの iU 隊に反比例して減少するという法則をみいだした。
R avcnslci n もまたこの注目1を定式化しなかったが、 その後、 Carrolhcrsバ や
I sard 7，、 さらに鈴木もわ らによって若干見なった式で表現された。 Ravcn-
slcinのモデルは、人口の砂動現象を表現したものであり、本研究で対象として
いるミクロな視の、に比べるとマクロなモデルである。
このようにして 、 人の行動という制点からみると空間としては jよく、 U~fW1的に
は長い J~I1mのゆで生じる人口の移動のモデル化に端を発した経験的なモデリング
アプローチは、 dらに広い範囲で応JlJされるようになった。例 えば、 young 什
は、地 j~ iから地域 jへの人口拶動m.を地域 jの吸引力に比例し、.tU!J~ 間のi'f!雌
の 2采に反比例するモデルを従来した。 Rci 1y4l)1は 1929年tこ、地以 iの周
辺地 J~ ，こ及ぼす小売り取引の力は 、 .tU!域 i の人口に比例し 、 地域!日!の~織に反比
例するという小光り引力の法f!IJ:を縫来した。
S lcwart41'は、 1 s a rdによって人聞社会における引力の(f.{fが否定されるw:
前にユ」一トンの万有引力の法制を基礎として人口問の相互的彰響力の大きさを
定m的に示す モデルを災唱した。 Slcwarlは地域 iと地域 jのそれぞれの人口の
聞には、人口に比例し、地域間1の距般の 2采 lこ反比例する 人口学的力が作用して











1 s a rdの引))モデルより前に現れた社会的引力の存在を前縫とした引 }Jモデルを
古典的引カモデルと呼んだ。
( 2) I s a rdによるアプローチ 4:-) • 44) 
まず、古1市.tU!J或を n仰の地域に分割し、そのmi昏自の地l&の内羽lに16住する
l人の人が、 m j Ifi自の地域に移動する1i11iif! P (TOij) は、都市地域全体の人
口を P、第 j地域の人口を rjとすると 、 rj / Pでおされると仮定する。 また、
第 i地域からいずれの地岐に行く湯合でも、移動のための!'lmゃ時間は必裂でな
いと仮定する。 一方、 一定期間内にtB市1tI!以内で発生する l人あたりの平均移動
回数を Ave( T )とする。このとき、第 i地i或の l人の人が第 j地域に ft動する
回数 T0 i j を次式で仮定した。




( 2 1) 
したがって、第 i地ほのすべての人が第 j地域に務動する回数 Ti j' はT0 i j 
にこの地域の人口 Piを采じれば得られる。
T i j' = T 0 i j .P i = A ve ( T ) 
P i .P j 
p ( 2 -2 ) 
この Ti j' は、地域防jの移動!'l用や移動時聞を1ut視したときのm i地域と第 j
地域間の移動回数であるから、実際の移動回数Ti jとは一致しないであろう。
ここで、 Ti j' に丸jする Ti jの比率が、地i或聞の社会的距限(すなわち、移動
目用や移動時間で測定された地~聞の距厳) D i jの関敏であるとしたら、次のよ
うに表現することができる。
= C (Dij) ( 2 -3 ) 




f (Dij) = a ( 2 -4 ) 
ただし、 pij= T ij/ T (2-10) 
???
このようにして符られたモデルは次式で表されるグラピティモデルである。
以上より、郊 i地域と第 j.I1l! 1或問の実際の移動回数 Ti j は、次のようなグラピ
ティモデルで袋されることを導いた。
Tij'" Ai.sj・oi. D j 
cx p (β . c i j) 
( 2 -1) 
Pi'Pj Pi.Pj 
Tij= a. Avc (1') 
p ・oijb 0 ijT 
?? ? ( 2 -5 ) 
ただし、
ただし、 G:パラメータ 、?????? ?， ， 、 、? ???》
??? ???????
(2-12) 
( 3) W i 1 son によるアプローチ a引
W i 1 son は、全トリ γ プに必il!!な総・賞用を一定の低iCとし、 ml地域から発生




s j ・J/ t A i. 0 i 
j .ex p (β ・ci j) 
(2 13) 
β : ，-tラメー タ
? ???????? (29) 





~)j m~論に M づく人の行動のモデリング研究の発綿の l つに、 L ancaster4(" 
があげられる。彼は、 19 6 6年 lこ、消費者行動を効用品大化の仮説からモデル
化する方法・をほ楽している。 Lancas terの研究は方法論だけであり、只体的な行
動モデルの関数j隠は示されていなかったものの、乙の研究の流れのきっかけをつ
くることに大きく毘献したといえる。その後、 N i edercorn and s echdo 1t n" 







( 2 - 6 ) 
L T i j 0 i ( 2 -7 ) 
L T i j望。j ( 2 -8 ) 






れる研究成果の[11かる、 Nicdcrcorn and B echdol tの研究、 scck圃ann and 
Wallaccの研究、 Goloband seck血annの研究、および Choukrounの研究の成~
を慨説し、その後、 ~JJH 限iaに法づくアプローチの位置づけを Oj)1iまにするために









( 1 ) N i cdorcorn and s cchdoltのアプローチ 51I 





① 終点(目的地) jに l人の人がおり、起点(居住地) iの l人の人がそこで
何かを行うことによって得られる効用 U0 i j は、彼の ij間の移動回以 Ti jの
開放である。
② すべての目的地で得られる効用 UOi li、個々の目的地 jでの効用 u 0 i jの相
である。すなわち、 fi的地に閲して加法性が成り立つ。
③ 日的地に、人口 pj がいるとすると、そこで得られる効ml主人口に比例する。
以上より、起点 iにいる 1人の個人が、人口が pj の目的地ゾーンに 1・ijのト
リップを行ったときの総効悶は、次式で表される。
次 Iこ、 ~lJ m 関数の特定化を行い、具体的な行動モデルを導いている。このとき
の制約条件には、一般式における 2つ制約条件のうち、総白川の制約のみをと成






f (Tij) ー log( T i j) (2 17) 
上式を式 (2-14) に代入し、式(2ー 15) に示す総n用の制約条件の下








( 2 -18) 
Ui a>.:Pj'UOij=a手pj'f (Tij) ( 2 -10 
T i j = 
上~において 、 a 1;1.パラメー夕、関数 f (・)は限界効用がill!滅する tj¥，l~1 J自JUI剥
数である。
これに対し 、制約条件として、移動に伴う総白用の制約 と総所裂[I!/Imの制約を
巧邸している。つまり、居住地 iの個人のもつ総予算を Mi 、総臼山時 11をlIi、

















j [b/ ( 1・b)] 
d ij 
[1/{I-b)] 
d i j 











N icdcrcorn and B cchdoltの研究では、 空間相互作用のいわゆるグラピティモ
テルをこれまでの不明似で、適切ではない lij1M (社会物理学の慨念〉ではなく 、
えiJflJ Jl~ 大化という経済的な原理によって理t命的に場びいている。そして、 ある lYI
聞における出発地からある目的.It!!までのトリ y プ回数は、適切な制約条件のらと
で個人の移動による効用 を般大とするよ うな回数 として求められることを示した。
(2) s eckmann and Wallaceのアプロ ー チ52.








ことである。居住l1l!を変える者の行動のモデルとして、出住地 iの属性 rを ai r、
民社 rに対する限界効ffJ;を ur、居住地 iかる1JJt草地 kまでの移動によりに受け
る臼効用を li kとすると、居住地 iに住み、勤務地 Kに;mjめする個人の効用 ui k 
は、
u i k =L {u r. a i r - t i k}
r (2 21) 
で淡すことができ、個人の居住地 iから勤務地 kへの移動6数を xikとして、す
べての人の効用 Uを扱大化するような問題を考えると、次のように定式化するこ
とができる。
M a x U =戸戸 [L {u r. a ir-l ik} . x ikJ 
I K r 
s. t. Q k..玄 xik 
hi-LXik 
k 
( 2 -22) 
(2 23) 
(2 24) 




ていない。ここで定式化された問題において、 ur、 ai r、 l i kをそのまま変敬、
あるいは何かの関数であっても xikの関数でないと考えれば、線形計画IllJ樋とな
る。
( 3) G olob and 0 ccklllannのアプロ ーチ鳥 J






まず、一般の効用モデルとして、効用 Uを行動目的 plζ|測する述成l支 zp と交
i並負担に関わる属性 rの消1'1畳 yrの関数として、次のように表現している。
dせ、時間や盟朋の消位、また不快による負効用を生み出す。純効用 l立、この効
用と負効用の袈手伝に対し分離できると仮定し、純効用は 、 ~)m と負効用 の走 で定
義している。
次に、効用関数の特定化とモデルの導出を行 っているが、そのうちの 2例に つ
いて述べる。
U = U (z 1. z 2. ・・， z p， 
y 1. y 2， y r， ... ) (2-25) <純効用 UIま、行動目的 PIこ関する達成度 zp に比例し、 目的を述成したら 一定
になると仮定>
純効用 Uは、次の式で表されるように、行動目的 pに関する i主成皮 zp に比例
して泊加し、 目的を迷成したら一定となると仮定すると、
ここで、 zp 、 yrを次のような線形式で表すと
zp= :E:Eαkp' x km 
k m 
( 2 -26) 
8u 
8 z p 
if zp ~ap 
i f z p >σp 
( 2 -29) 






U = U (・・， :E L αkp' x km ， 
k m M a x 玄 vp+ εεεβ kmr. x km 
p k m r 
(2-30) 
εzβ kmr • X km ， ・・)
k 田
( 2 -28) 





:目的地 klこ交通手段mで行 くトリ ップ数
:行動目的 plこ闘して目的地 kでのよ主成度
:交通機関 mで目的地 K に行 くときの属性 rの消1'1盟〈例え
li、担用、時間)
v p~ L Lαkp' x k冊
k m 













?? ???????? ( 2 -33) 
2ー6- 2ー7-
ただし、 ω :パラメータ (0く ωく 1) 
c i k: i k WJの移動に伴う一般化費用
W k :目的地 kでの目的達成度
Uを xikで微分し、 0とおいて解くと、
11 (1-ω) 
x i k= (ωwk/cik) 
このように簡1なグラピティモデルが1!}られる。
( 2 -34) 














① 総'J}}JJjUI立、ttI!点 ij 1mの総トリップから 1'¥}られる効月iU i jのねlである。
o tI!点 ij聞のトリップからi!}られる効用 Ui j は、 lつのトリップから符られ
る効Hlf i jと ij聞のトリップ回数 T i jの簡で与えられる。
③ 地点 j j 1mの lつのトリップから得られる効用 fi j la、 i j聞のトリ γ プ回
数 T i jの削歓 f (Tij) で表される。
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@ 地点 ij間の lつのトリップから得られる効用 la、 i j rJJのトリップ山政の
減少l苅数である。
⑤ 地点 ij IUJの lつのトリップから得られる効用は、負の他である。
以上の 5つの仮定から効用lJij数は次のように表現できる。
U LLTij. fij-LLTij. f (Tij) (2 35) 
さらに、 6番目として次の仮定をおく。
⑥ 納入 I;t. J~M から総トリップ数 T を知っているとする。
さて個人は、行政jの決定過f_'i1において総トリップ数 Tを各 ij 1mのトリップ iこ
振り分け、それによって j j間の効mを予期している。ところが彼の'よ|殺の行政J
は、予期していたそれとは見なり、より効用の大きいものとなっている。そして、




具体的な効用開放として、次のような対数関数を仮定し、式 (2 3 7 )と〈
2 - 3 8 )の制約条件の下で、効用関数を重量大化する ζ とによ って、行動モデル
をきFいている。
U = -L 工Tij. (logTij-log(T.pi.Qj)) 












qj = ~Tij/T (2-40) 
í~~ られたモデル iま、次の式で示される対数!刻数型のグラピティタイプのモデル
である。
T i j =α . P 1・qj.cxp (ー βci j) (2-41) 
α= 
T 
ε~pi qj.exp(ーβci j ) 
( 2 -42) 
1 J 
~Lcij . pi qj・cx p (一 βci j) 
β=T. ( 2 -43) 
LLpi.Qj.exp(ー βci j) 
C houkrounのアプローチにおける個人の行動の仮説には、消ま'1者の総トリ y プ
I!:!I数はある仰に固定し 、 ~Jml災l 数特定化においては 、 予期したことと現実を比較
して行動を決定しているが、この比較が行動を行う i，乙可能であるかという点で
~恋!があるように思われる。
(5) C esario and S mithの研究日〉
ここで、効用理論lこ基づくアプローテの位置づけを明確にするために Cesario
a nd S m it hの研究を多考にして、{也の個人の行動モデルとの比較を行う。
個人の空間相互作用パターンをモデル化するために一般的に用いられた仮説は
大きく 2つのタイプに分煩することができる。 lつは、 Ni edercorn and s ec ト
dolt~.to) 、 G olob and s eckmannち7)や Golob、 Gustafson and B ec k ma n n ~' :i' I ら
の研究によって例示された効用般大化の仮説である。他の lつは、 Stopher and 








































さらに、 s・il h ~' 4 I は効用怨論に蕊づく個人の行動モデルの!日i允における行動
のJilI~f における距雌の効*について言及している。これに関して Jii.ら悶 111 なアブ
ローチ IUti雌の影響を全くJtえない方法であり、 Niedercorn and s cchdoll t. 
C houkroun' ，.)、さらに Golob、 Guslafson and s eck田annιh らのアプローチが













これに対して、 S圃il h・川 11、距縫依存伎のある効m関数を導く行動選好に閲
する 1つの見!;命をJjえた。喪約すれば、この理論は、行動主体は暗示的に U!lL&.
識の内に〉予JVJできる行動機会で、その機会を得るまでの旅行距雌に関して制り
引き (discounl) を行っていると仮定している。行動機会を iとし 、 iまでの(
iを仰るための)移動距隊を diとすると、行動主体 li、行動のjiHfにおいて、
~p.縦を d iからいくらか苦1Iり引いて α(d i) としていると仮定している。こ ζ
で関数 α(・) li、正の非i廿加関数であり、これを spalial discounl runclion 
(空間的な割り引き関数〉と名付けている。この空間における制り引きの巧・えは、
従氷の研究をみると決して新しいものではなく 、広い見方をすれば、これは絞済



























を減じて残った自由時間と予算、およびh'tÉ設の利用から í!} られる価 fllí の刈 tH!~J形
手日で仮定される効HI関数をrl，1約条件なしで厳大化することによって場かれる行動




式 (2 - 44) に、ðI~r行公共施設の利用行動の定式化を示す。
由 33巴
消白者の 1商業総設の手'JJfJ行動を定式化する。(2-47) に、と式 (2- 46)
ヱn ij. c ij)+β1 og (T - t n i j. t i j) 
J J 
Ui= α1 og ( 1 
46) ( 2 
U izXZ j-n i j7 M ax 
(2-44) ト ni j) + 7 L z j.log(l 




(2-47) n i j ; J.!i伐Jtl!iに住む個人がある )UIWI内に郁rli公共胞投 jを平'Jmする
回数
:ある WI聞において、Ui fζ だし、l 回の hæ~交手'Jmlこ対する居住地 i から総設 j までの往復の交通C I J : 居住地 iに住む j肉質者がすべての刷業給設
の利用から得られる効用1!UfJと手IJJTl料金の干n
:制業絡設 jの総力fJt
n i j :居住地 iIこ伎む消白.(1ーがある期間内に尚業施設 jを手IJmする回
Z j l回の施設手IJflIに刻する居住地 iから施設 jまでの佳彼の所要
1与問と手'JJI時間の相
•• ? ? ?
?
?? ?
lX :胞設 jを l図利用するときの利用価値Z J 
lij:J.s住地 iから肉業総投 jまでの時WI距蹴:個人のある WI聞の所得
:個人のある期間の自由時間T :個人のある IOlUJの自由時間T 
(1)7>0) ，マラメータ7 7 ~ 0 ) β， 〈α，'1 :パラメータβ， α， 








Z j T 
n 1 J = 
の行動モデルが 1~~ られる。







7 Z J 
c i jト
α 
n I J = 
Ki Ki 
(β> 1 ) β = 1/(1-7) ただし、li、また、第 6，-;Lで提案する、効周忌大化による商業施設のやJm行動モデルに ，
と商業施設の魁力皮の献で{反消白~の 1商業 híli 設の手1)fl回数の 7采(0く 7く 1) 
W j = Z jβ 
個人が間業施設の施設利用行動で約四する総所盟時間が、定される効用関数を、
49) ( 2 1'J flIに使うことのできる自由時間以下であるという制約条件のもとで般大化する
ある地 j~ iに住むことによって導かれる行動モデルである。 1~ られたモデルは、
( 2 
ββ lー




































ぷ現する I e数としては論限的であり、効用関数から~~ 1itされる悩は、効JIlのtl'JIl 
とともに m加する性質をもっており、非~. にわかりやすい。また、この効用関;x
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>>.2 巴 4 効用理みに基づく従来の個人行動モデルと本研究でほ案する
モデルとの比較(その 1) 
N i edcrcorn and N i edercorn and s ccklllann and G olob and 
モ デル 日cchdo II s cchdol t Wallace B eckaann 
(その I) 〈その 2) (その 1) 
!日j~}f; 3ド~形 非線形 品事 R3 tf~ 形効 (丸j~) 〈ベき采〉
回数 。 。 。 。
's. 
JlJ H年 11 × × iUcllJf!として同時 交ji!ltlmとして向
'J1. 1lJ × x に1と怠 D~I に考慮
一
IlrJ 以
その他 U的地の人口 目的ttlIの人口 居住地の属I!.t
円的地での行動日
的i主成皮
(~illlJ回数の対数と 移動回数のべき釆 居住地での効用と 目的i主成区と交辺
以 flAJ 人 の IJ的地の人口のUI と目的ttlIの人口の 移動によるU効肉 Ulf!との蕊
総'lJI 問 fo fMD との差と移動回数
のfil拘
制約条件 ~ T・r，t 総予1.1 居住地と目的地に 目的i主成度
おける移動の総毘
グラピティモデル グラピティモデル























Golob and 本 。! 'JペLJ Pド 。f 叩;/~ 
s cck.ann C houkroull (，1 iIi公共他設の Cis1m施設の利用
{その 2) ，fIJ日行動モデル) 行動モデル)
非線形 非線形 非線形 非線Jf~
(べき采〉 (X.m) (対以) (ベき，m)
。 。 。 。
一般化nlTJとして .x 。 × 




目的達成度による 現実の移動回数と 行動した後の予算 商業胞設の利JfJ回
効JTと移動の一般 予JUIされる診.!EIJ回 と白山Ul1m、施設 nのべき釆とその
化政府による1.H)J 数とのiSいによる の，fIJ川悩IIliの，X.J欽 施1交の魅力皮の駁
j羽の差 究/Jm 線形和 手口
t.i し 総予r.r な し 総自由時間
総移動 R
グラピティモデル グラピティモデル グラピティモデル グラビティモデル
〈移動回数1、距 (移動回数1、fi (fy動回lHt、'J1 CfHIJ回数1;1.、時












2 -1¥ 6 )、制約条例ニとして式 (2- 1¥7) を仮定し、商業他設の利用行動をA
式化している。そして、式 (2-46) で表される効川段大化することによJ
て樹 ~bffi 設の利用包j 数を導いている。このモデルのアプローチは、 N iedercorn 
and U echdoll のアプローチと IdJじであり、効期間以には空間的な史ぷを考慮 U
ず、iI'l n~ の効用は商業 hæ殺の魅力 lJt と利用回数にのみ依 G しているとし、空 1m
的な提案は制約条件のゆで考M!している。 Ni edcrcorn and s cchdo 1 lのアプロ
ーチと本研究のアプローチの迷いは、消費省の効用に現実の行動を也j妥反映 dt:! 

















② 本研究で提案する~市総設の fl 備水絡の評価モデル iこ関しては、わが固では
1 960 年代の末から研究が行なわれ、現{Eも続けられているものの、 その実
際への通用においていくつかの問雌点があることがわかった。



















その初期の研究における代点的なものは、 1 sa rdの確率的なアプローチによる
ものと、 W i I son のエントロビーのアナロジーによるものであった。
③ 効m理論に基づく人の行動のモデリ ングア プローチを Niedercorn and s e-
chdo Il、 scck田ann and Wallace、 Golob and s cckmann、 Choukroun、さら
に、 Cesario and S milhらの研究をゆ心に概観したところ、 Ni cdercorn and 
B echdoll や secklllann and W a 1aceらは効用理論にままづいて人の行動をモデ
ル化し 、 グラピティモデルを忽論的に導く研究で大きな成果をあげたことがわ
かった。さらに、 ~J 悶理論に基づいて個人の行動をモデル化した成果の中には 、
得られたモデルの椛造が必ずしもグラピティタイプのモデルにならないような




っており、 tit2認する 2つのモデルは従*の研究のがtれを受けながら、msrfi d包;(lt
の利用という具体的な作組みのqJで行動をモデル化するものであり、モデリン
グアプローチが明快であり、 Pl.~ 的な l.A 礎をもっグラピティモデルであるとい
った特徴をもつことを述べた。
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郊 3 1，1 ~II rli 他殺にあjする満足度忠治のモデル化とその応用
3. 1 続説
tJIl I行総設は住民へのサービスモ目的としており、施，没悠仰は住民ニーズを).~ :点
的条件として行われなければならない。そこで 、 胞~の餅 fsiiì l)< 1;とそれに対する
住民の満足度の関係をモデル化しておけば、施設箆備J凶j'こ住民ニーズを千五坊に
i.~人することができる。このようは 'I'~ f;~から、本立で 11 、胞設の翌 ~1 /)< rlI. と住1.~
.~ ~銭の関係をモデル化し、それを応悶して具体的に盟まれる飽設整備水小につい
て考察を行う。
まずI設初に、 3. 2では 、本研究の自主点および従米の研究との閲.iillについて述
べる。次に、 3. 3では、郎市施設に対する住民のj必足l広忠誠のモデル化の )j(1; 
について述べ、続いて絡設の整備民に対する満足指モ デルと施設の配置に対する
泌足率モデルを作成する。 3. "では、 3. 3で作成した施設の整備置に対する
泌足本モデルのキゃリプレーションを行い、得られたモデルを用いて伺Irfj施設伎





tJIl 市施設の~備水市と住民ニーズを対応させることにより施設の盤側 1)< 仰を設























9 7 盟主年の l
C oncerns) 
J 973 年には中間報告として生活環反の締 j戊~索を分実質した 2 30
の後半には oE C 0が社会指槻(S oc i a I 
公園の手IJJH 1f.:は手IJJl .lJ本人ぬるいは友人のヌをぬJふとした場合に、




その後、国民生活審:徒会生活の質蚕品会 1;.I 9 7 9 ~ドに社会術モ行っているわ。
これらの誘致距離に関する研究は公闘のflJm調査に基づいたものである。
住民の.E識に基づいて胞設の配置を評価し、本研究では、
また、総則的統計局で 1;1.L 9 7 6 i手に社会生活統計指肢が作ぽ》 、t~ 体系を作成し

















満足度窓織のモデル化3 _ 3 
その公園を利用する人を~!&できると考えら









ml rlï 公)~ li'æ役の訴致 ~ê~ 内に居住するすべての人がその施設の利用
o 0 0 mがそのt業部の悩として郎市計画法 iこ定められている h 。公凶では J.
かしながら、






個人 i1孟絡設 kのf整備に泌足である。Y i k 
郎市ぬ投の配政問題や胞設の平IJ用高・の居住地から施設までの路厳と利用との関





もつ路指変数であると勾・えることができる。 そこで、満足水準 Yi kの分布を関数


















j荷足IIP (X k) = f ~∞ f (Y k) d Y k 
t妥備状態Xk i必Ji_J)<iViY k 
図 3 1 fJll di施設の整備状態と住民の満足事の関係
。
ただし、 J f(Yk)dYk=J 
-00 
式(3 - 1 )において、ぬ設の整備状態 Xk は、非負の{t(をとる。 一β、j前足水
ifI・ Yk li一般的にはJドilのilをとると考えられるらのの、総設が存(fしていなく
てもなんら不泌を感じない人がいることも考えられることから、‘ニのような人の
満足水稲にはf.lの悩をうえることにする。このように考えると、この式(3 - 1 ) 
の関係 li閲 3- 1のように錨くことができる。
ここ で、総~k に対する泌足水準 Y kの確率密度関数 f (Y k) がl住定できれ
ば、式(3 1) から施設の艶備状態 Xk Iこ対する満足$P (X k) を算出する
ことができる。




虫を Xjとする。式(3 - 1 )から、ゾーン jにおいて、施設のfHiH置Xjに対
する住民の満足事 p (X j) は、次式で表される。
X j 
P (Xj) =J -fl(Y)dY 。ー
-50-
( 3 2) 
00 
たTこし、 f fl(Y)dY 
-00 
式(3 - 2 )に おける f1 ( Y)は、絡設の整備毘に対する住民の泌足水稲 Yの紘
;事密度関数である。
ここで、満足7)<iV!Yの低i.f.J* lt関数 f1 ( Y)を平均値 M と係相{川正 SをもっiE











P (X j) ーJ φ(z ) d z 
00 
ただし、 z= (Y-M) / S 
。(z )吉(1 /VI乍") .exp(-z2/2) 
( 3 3 )
(3 1) 
式(3 -" )より、ゾーン jにおける施設の整備置 Xj に対する住民の満足 J斜p
( X j) に相当する正AJ，!O車部変数をt恐縮正規分布関数より zj として)jどめると、
:Z J は式(3 -5 )のようにうえられる。
Xj M 





Zj Zj ただし、 xj( 1) :ゾーン jにおいて胞設の需要人 口に対する b普段R
x j(2):ゾーン jの面積に対する施設盟
a 1.a 2. b 1. b 2 :パラメータ
ゆ(Z j) 
式 (3 -7 )を式 (3 -5 )に代入する。
X j 
?? zj=AO+八1・xj(l)+A2'xj(2) (39) 
ただし、 AO -M/ S， Al=al/ S， A2=a2/ S 
区13-2 ts市施設の整備置と住民の満足場の|泌係
式(3 -8 )を式(3 -5 )に代入する。
ゾーン jにおける総紋の鐙備置 Xj をいくつかの測定値の合成n:!i1として次のよ
うに点す。 zj=sO+Bl・log(xj(l)+l) +B2・log(xj(2)+1) (3 10) 
Xj 'g (Xj(I)， xj(2)， ・・・， x j (田)) 
( 3 - 6 ) ただし、 sO=-M/ S， sI=bl/ S， B2=b2/ S 






ても耐 iA が等しい!~\ f;があり、人口と面積の両方を出張の術t1として巧邸するこ
とが必t!であると~えたからである。 これ以外にも、鐙 ~iüf置を制定する市も告が Jt
えられるが、 dliJ定ん・訟が間mであるこの 2つを用いる。
次に、式 (36)の|刻数形 g (・)Iこ線形|渇数(3 -7 )と対数|則数(3 -
8 )の 2 仙 ~l を設定する。
結局、施設の整備水徳と泌足事の関係は式 (3- 9 )、 (3- 10)で災すこと
ができた。
Xj-'al'xj(l)+a2・xj (2) 
( 3 7) 





施設 kに対し、個人 iがもっ硝足距般を w i kとする。この満足il1~ w i kIま flAI人
によって異なっており、 wi kから 一意的に施設の配置、すなわち訴致ilHtを1どめ
ることは困難である。そこで、泌足距般は個人が異なった{必をもっ隊;病変数と .Jj
え、確率密度i児数 (2(wk) に従うと仮定する。そうすると、施&か らのie阪か
x kの地点に居住する住民のうち、満足距離wikがxk より長い人が泌足する ζ
とになる。








と逆の関係になる。ば笠怖が良くなることを怠昧する式(3 -1 ) 
ここでも絶 t没に|民lする添'子 Kを省略すれば、
P (x ) li泌足rn般のGA:，ね







if;1え閃数 C2 (w) 











~ lつの胞設の手IJm 阻は半世 s の円形地 l~ と誘致rl1縦を sとすると 、ところで、 p (x) r~~ に泌足する( 0壬 x ~五 s )に住む住民のうち、手IJm閣に住むすべての人口密度ρを一定とすると、絡泣からほ怠のre餓 xであるから 、( x ) lt. ~~1 li P なる。
x O. 0 図 3- 4においてほ面が施人のうちそのn'e設に泌足する住民の比$Q (s) li、
x 
設から下径 Sの円で必さが ρの円柱に対する各点において r!":iさが ρP( x )に相当
次の式で求めることができる。 初ntih包設の配置と住民の満足率の関係図 3-3 するテント状の立体の体邸となり、
公倒や観光地からの距縫帯別の利用事に関する従*の布を表す関数形の仮定lま、









凶 3-3に示すように確率密度関数[2 (w ) w:;;;:oであり、
は、つ。② C2 (w ) 




0 xのあそして、単調減少する。x の l~JlIに対し、wが xより良い櫛等1P ( x)は、(3 -12) 
P(x)dx x . 2 
)はx すなわち、減少の度合はゆるやかになる。る範囲で色、激 lこ減少した後、2 S 
さらに、@満足距能の分布形を推定する目的をもっプロセスにお変曲点をもっ。
いて係府すべき関数形は、実際のデータを用いてキャリプレーションが可能なも
を求めることが+1周囲内の純設に満足する人の比本 Q (s) このようにして、
1 3 ) このような条件を満たす関数として次の式(3 のでなければならない。

















r 2 (w ) 
α 
cxp(-w2/ α〉 ( 3 -13) 
ただし、 α:パラメータ
式(3 - 1 3) を式(3 1 1 )に代入して、式 (3- 14) を仰る。
。
P(x)=J l2(w)dw 
∞ 2 w 
~ J 一一一- cxp (-w2/ α) d w 
xα 
= e x p x 2/α) (3 10 
これより、総 m内に~致距雌 s に M づいて施設が配置されたときのt.llrli全体に
おける総投手IJmの泌足本 Q( s ) li式 (3-12)に式 (3-14) を代入して晦
かれる次の式(3 - 1 5) で算出することができる。
s 
2 J x 'cxp(- x2/α) d x 。




(l - cxp(-s2/α) J ( 3 15) 
a. 4 郡市の生活環縫施設の整備置に対する満足率モデルの縫定と応m~ 0 ì 
本節では、 3. 3. 2で健策した式(3 -9 )、 (3- 10) で表きれるぬ設
の3警備盟に対する満足 z綜モデルの実証分析を徳島市を対象として行う。まず、ぬ
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:&のrt'Ti， tλ悠にまJする住民の満足I立l¥lfiデー タにより泌hliおそデルを推定し 、 そ
れをJ1Iいて徳島市の施設の 鐙備状態を評価するとともに?を備計画における日 t泉純
Tii1水仰を悦案する。
3. ". 1 モデルのキャリプレーション
( 1 ) 生活環反施設の控備指保
まず、従米の研究成果 1)・ 2~ を~~，こして 、 表 3 l'こ示すような 8つの生
活 i買収施設を分街例の丸j匁としてとりあげた。そして 、 3. 3. 2で述べた辺自
により、人口と面積を符裂のj白保として考慮した X1と X2で示す施設整備術保
を作成した。
施設他 ~ilì の JJH具や質 的 水 tVi も HH~ として も ち ろん ill 1.!!であるが、同 じ 純設であ
れば他校r:uに大きな規肢の変化がみられない 乙 と、 回チi1}分析の結果規模 や質 的J/<
織はかなりの施設において住民の泌定泌 に あまり彫留 を与えないと判断された ζ
と、また、回帰式の19!立変数として 2つ以上の指僚を同時に用いると任意の泌足
泌を与えるのに必要な各施設の置と質 を-15;的に 算定できないという実用上の理
由から 、 本研究では規模や質的水織に関す る指僚を除いている。
( 2 ) 施設整備 に附する住民の 満 足度調 査 2?I 
tf. .l:j di 全~を行政地区( ，まぽ小学校区 に一致〉 にあわせて 23ゾーン に分割し、
ゾーンをぷ本単位として住民怠識調査 を行った。羽百五法は訪問留 置 ー訪問回収
表 3- 1 生活環境施設の鐙術指標
施 1党
』包 設 E霊 4活 1I 4ゑ
X I X 2 
安全
v奴判所 Vl誕2・f所主主/人口 v※!Rifr数/面磁
il~ 防 oIi rfl ~}j 11台数/人口 消防111台 数/ffiif~
<ihru 鋭 It; 
病院数/人口 病院数/面積
診 1双 所 診flt所数/人口 診1ぷ所数/面積
社会 {ネ fiYr {京子tifr数/人口 (宗Tfifr数/面積
福祉
余暇 住区JH?公l告l 公stJ面的/人口 公似JiIM/面積
教官




〈注〉人口 : ゾーンの人口、而t'l : ゾー ンの面f~
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}j式を採用し、配布数 2. 0 0 0に対しfj効回収数 1. 8" 3、有効回収お 92. 
2 %をね}た。調査内容は、ぷ 3 l'こ示した施設の技術状況に対する泌足度怠品
を 5つのカテゴリーで回答する )j訟で行った。志織.l'.jfi で何られた胞設の~TI，状
況に対する、 1.十分に泌足、 2. どちらかといえば泌足、 3. rl 辺、<1. どち
らかといえば不泌、 5. 不ぬの 5段防評価のうち 、 1.十分に縞足、 2. どちら
かといえば満足、 3. 普通、を1偽足と巧・え、各ゾ ー ンにおける全サンプル放に占
めるこれら 3 つのカテゴリーに反応したサンプル数の割合をぬ~*としてパラメ
ータを1ft定する。
( 3 ) パラ メータのほ定結果
回帰分析においては 、i恋砧rliの 23ゾーンを 、 人口 、 産業、上地利用、 bち.没の
1笠 ~Iiì 状泌などに関す る データをm いて主成分分析を行い、前1 j長・・3長r持活動が盛ん
で、人白色istが高い中心市街地 1 1ゾーンと第 l次産業が41似し、人口密度が低
く、総投技術が遅れている周辺部 12ゾーンの 2つの地以に分矧した。これは、
対象地域は中心部はゾーンの部械が比絞がj小さく 、 商業 ・3長務活動が':1紙したゾ
ーンから形成されるが、 周辺郊ではゾーンの面積が広く、第 l次産業の土地干1Ji.1I
がゾーンdnMの大部分を占めるゾーンが存在しており 、 すべてのゾ ンを閉じ泌
~È. /1<邸のう}イむをもっ住民 に よって 術成された同 質 なサンプルとしてとり 扱 うこと
に，{b'F知H!Uがあると考 え られるからである。
式(3 - 9 )と式 (3- 10) におけるパラメ ー タ AO、 A1 、 A2、および
B 0、 B1、 B2の縫定では符号の怠味や有怠性を考慮したt占拠、説明変数が 1
つとなる回帰式も得られた。権定した回帰式のうちm栂関係数か比絞的高いもの
谷中心di街地ゾーンを対象とした揚合と周辺部ゾーンを対象にした場合に分けて、
.i.~ 3 2、ぷ 3- 3に示す。表のd凶灼式の説明変数 X1、 X2にli各ゾーンにお
いて .&3 Iに示した よ うにh"a設の数を罰袈 人 口と面積で出jった{，立を代入した。








ぷ 3- 2 中心市街地ゾーンを対象としたときの施設鐙縦.m:の満足率モデル
h"lY. -会t，Xb 1m 定 さ U t.ニ 回帰式
248 
!ff互:'t ~~.所 z= 0.257 +0. 24510g(X 2+1) O. 733 
幼 H~ l羽 z= 0.331 +0. 38810g(X 2+1) O. 150 
小 ~/: 校校舎i1ii m z=ー1.578+0. 80910g( X 1+1) +0. 44210g(X 2+1) 0.676 
小学校非木i笠校合而むi z =-1. 458 + O. 8641 og ( X J + J ) +O. 3901 og ( X 2+ J) 0.718 
-*3- 3 周辺部ゾーンを対象としたときの施設整備ii1の満足率モデル
施 設 J(t;定 さ れた回帰式 係数
u 安定 ;日 所 z= 0.271+0.0981X1 +0.107X22 O. 676 
t向 ~)j II z = -O. 254 + O. 3441 Og ( X 1 + 1)+ O. 5221 og ( X 2+1) 0.721 
1JIi I~主 z= 0.111 + 1. 78610g( X 2+1) 
0.911 
診 fl.i 所 z =-0. 330+0: 44710g( X 1+1)+0. 31510g(X 2+1) 
0.818 
{主区t;I:~公園 z=ー 1.060+0.153X 1 +0.186X2 0.946 
Y，/J F佐 国 z=ー O.231 + O. 17110& ( X 1 + 1)+ O. 7181 og ( X 2+1) O. 693 
3. 4. 2 目係強 ~ili* 邸の設定









3. 5 都市の生活I荒廃級殺の配置に対する満足率モデルの推定と応用~ 4 ， 
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l" 3 5 ~包設配置問題において対象とした生活環境胞設
宅え
-卜Jz陸
4・」e 余 )]! 動 b包 1lfLsl -
室 羽 所 公
4そ ~Jj 可l 暇 n hi )-1]勤胞投
{l 病 院 事k 14 ;11' 官Î~r，)i 負t~五，ト I.l 所 4知 A'l:しー
社 保 主f 所
官 公会常 ・A皐会的・しー
会 一一-ー主:tfJ~人ム企ニmー I巴盗館 文 製J HL一一一，1';_ーU3 ζ いの~ 化 亡ι 4記
!It 児m迎~I " 児m公問 tjJ HF 校
交imj{g3 パス{宇宙所
居住 公 L¥，; bi: 
環境 m (i: 1舛
ぷ，Jtfデータにより泌足ホモデルをt(1;~し 、 それを用いて施政経 ~iii ~I' Ilijにおける訴z
致距離を悦:長ずる。
3" 5" I モデルのキャリプレーション
( J ) 絡設の配訟に対する満足距般の調査2r;，
式 (3-14) のパラメータを惟定するためには、胞設を配位して欲しい ifl~
が x以上である人の比本 p(x )に閲するデータが必要である。このための凋1'il;t、
3" 1¥" 1の(2 )の調査と同時に行っており 、そのE主要 1;1先述のとおりである。
l'llmは、ぷ 3 5'こIUげる施設に対し、 「あなたの家からどれ仰のiI1般にna設が
あればよいと思いますか。 j という内容のものである。調査から向られた泌足k'a




( 2 ) パラメータの 1ft定結果
このようにして何られたデータを用いて、式(3 -1 tI)のパラメータ αを11:
~し、 f佳~~，?l立をみるために相関係数を求めた。パラメータの 1ft 定は、式( 3 -
1 4 )のl荷辺のま・n次をとった式 (3-16) を用いて行った。
log P ( x )ー ー t x (3-16) 
α 
帯 62-
辺 21N α3 e、ー 、. 。a o (") 雪、 c、 で ‘. e、
ゐ主 e、 o '" 11) q、 雪、 e、 ミ畠 て? 11) e、 o fl'君主
ちト12/1- 舎唱a 。a e。 。，
岨ー 綱. -・ e・ 00 ----・ ・e 司~1ID1ID____c) <:)OO__・ 00 00 
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c> ・10 - 0 .. ・ 00 0'"司c> _ c> 句r c> “:) 0-0-00 <:)0 0-・ <:) 0 00 
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3. 5. 2 訴致距綬の設定
誘致 iê 般の設定 Jnきとして、~・致衛首f sとそれに対する trs市全体での減l足手iQ







このような前提のもとで、望 ましい~致距離はいかにすべきであるかを JS える
とき 、 何昔日Jの住民を満足させるような距縦にするかが lつのよりどころとなる。
そこで、ここで州足率 Q ( s )が 80 %程度となるような細川を従来する;
この似を表 3- 1 0と表 3一 11刊すが、泌足抑 80%という他M なりz
くの住民が満足して、総設を利用できる状態とみなすことができ、いわゆるシL
一・崎巴=
ところで、調泣から泌Jiie雌 w とその頻皮分。jf2(w) がi!Jられているか ら‘
削な附 X を設定すれば、泌足叫が X より長い人のiとよれ (x)を川すji
とができる。ここで、 y logP(x)、x= x‘とおくと式(3 -I 6 )は Y
( I /α) xとなり、データ YとXを用いてバラメータ αを推定した。^




この結集をみるとバス停留所や児.UI遊間 ・児I首公I)jIJといった 1'i~. よく{必われる
仰はかなり近くに設置することが望まれていることがわかる。また、 LEMlt;
[1常生活圏で設置を検討すべき総設である診i吹所、公民館、 lH祭器所、 炉供会館
あるいは公園等は、古T!fli全体で 80%の人を泌足 dせるためにはやIJll者から l s-
400-1， 500m程度以内に配Iiすべきであることがわかる。この距縦 'l徒
歩や自転唱で行ける範凶であり、これらの施&はできる限り交jfif1l JH をかけ Fに
利用できるところに配置して欲しいという剥が現れている。また、州事と釣















slI 手話V 淀 V
-65・





















4.0 5.0 6. 0 1.0 (K m) 
図 3 5 h"t!投の誘致距縦と満足率のモデル〈その I) 







1.0 2.0 3.0 
凡OlI(パラメータ a，相関係放)




4.0 5.0 6.0 1.0 (K m) 
図 3-6 ~包設の訴致距滋と満足率のモデル(その 2 ) 
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)<3 10 ~色設の配置にお ける誘致距縫の提潔 〈その 1 ) 
表 3- I 
絡役名 Q (s)サ.80に Q ( s ) =0. 50に対する~貴重 (m) 対する路線(m)
パ主Ji:.1'11.単一昨 3 0 0 6 0 0 
児 1立2Ii公f1.[開必 5 0 0 900 
小幼1ilj』午LLJJ校世Lー-
8 0 0 i 700 
200 2 300 
l 300 2 500 
保i'f I'fr 300 2 5 0 0 
:会 It 所 <100 2 600 
IJfI放巡
1， 1¥ 0 0 2，60 0 
動 b包 fL_
。民的1 1¥ 0 0 2 700 
v P気 5 0 0 2 80 0 
子供会館
1， 5 0 0 2， 800 
!&宮町
公 19 500 2 9 0 0 
中学校 7 0 0 3 100 
病 応Z 7 0 0 3 100 
老 人
2， 0 0 0 3， 60 0 
3いこ動い飽のヌ絞-
2 20 0 4 000 
関お館 3 80 0 7 " 0 0 
市公民会会22館 1¥， 0 0 0 7， 5 0 0 
1¥'一切 '1 I 1¥， 700 8， 7 0 0 
施設の配置における誘致距般の提案〈その 2) 
Q (s )=0.80に IQ ( s}=O. 50に
あj する Ð.~ 1l1J(分)I対する時間(分)
5. 0 I 9_._Q 
6. 5 I 12. 0 
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ルミニマム的思処!に越づいたものと解釈できる。 fl/j.l:i lt~ をどの程 l立にすべきかと
いうみ品は別途行う必要があるが、ここで設定される訴致距綴とそれに対する住
民の品足率の関係かぷされたことは、 -Eぷ決定のための郎市計画!.'Iff1として行怠
徒であると ζ えられる。表 3- 1 0とぷ 3- 1 1に1;1.、この志i:味において必要と
忠われる 1前足本 Q( s )が 50% 程 l立に相当する誘致 ~é 雌もつけ加えた。
3. 6 結 t苦
frl\ 市施設の~tiUH i到の評価においては、飽設の盟、および配泣からみた評価が
める。本l;iでは、これら 2つのI:.JI幼において住民ニーズをとり入れる刀法を.;w題























(2) 施設のま芝備置に対する満足率モデルでは、飽設の t~ti 1itを;&す純設桜附 mt;~
lま rt!l設悠 ~iií の効!Iミを物則的に測定できるものとし、各胞設に丸j する需~を勾段
した。そして、このぬぷ鐙備j旨僚と住民の満足度を開放で淡現することによっ
てモデル化を行った。






3. Ijでは、 3. 3で作成した施設の盤的目 lこ対する泌J.tl~f~ モデルのキ十リプ
レーションを行い、 tif¥i行の生活環境総紋蛇仰における具体的な日原水怖を:&Aどし
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;r' 4 i;注 伺~ïii 施設箆備における効率性と公平性 .ø 識のモデルイヒとその応JIl
". 1 脱税





課題にし、効率性と公平性の怠識をモデル化し、 2 つの回線を同時に~~して u ，
凶lの評価を行うための方法をも足袋する。
まず続初 tこ、". 2では、本研究の視点および従氷の研究との閲j1!について.id!
ベる。次に、 4. 3では、効率性と公平性を向1寺に巧必した郎 I布施設の評価モデ
ルを提荒する。そして、 4. 4では、人の効本性と公平性の怠識をモ デル化し、
tI. 3でi足案した評価モデルの縫定Jit.去を説明する。". 5では、効本1'1.と公、l!






























鐙 ~;U 7}<託G x i 
X 1 6xi 
関 4- 1 施設のf菱総水l:Viと住民の:Tr価値
ui ri(xi) 
( .， - 1 ) 
することができる。
ところで、評価関数がゾーンによって列なると仮定したことから、都市全体の
総投箆備に対する住民の好価値を ~J$ 的に上昇させようとするならば、図 4
に示すように絡設の艶仰に対する住民の評価総の上昇i則合を Aul/Axlで淡す
と、この Aui/Axiが最大のゾーンから綴織を行えばよいことになる。しかし、









4. 3. 1 効<ti性と公平伎の計量尺度
1¥. 2 でも述べたように、都市施設 li 物理的な~備状態で評価するよりも住民










4. 3. 2 評価モデルの締築
都市全体からみた施設懇備の氷恨の高さを表すためのj旨僚を絡役聖警備水 V催地保
(以下では、 r~ 術 J)<r継指係」ともよぷ〉、またゾーン間の絡.lQを表すための術
保を絡設鐙仰絡差指係(以下では、 「鐙縦絡Zd皆保Jともよぶ)と名付1、乙れ
らが計量的に表現できるならば総合的な総投~備の望ましさをぷ{話するための関
数を式(4 - 2 )のように設定することができる。
ただし、 xi 
??， ， ? 、??







( V 1くV2くV3) 
図 4-2 効率性と公平性の評(miモデル






( 4 - 2 ) 
α.β: 施設盤。i~1< 'vi I旨係と施設ts備絡韮m僚に対するウェイト(以下
では、 「パラ メータ Jともよぷ〉
よ(4 -2 )における管制水市指係 Eli整備の効事l生を、整備絡al旨係 11ま綬
偽の公平i生を計服化したll1慌であり、 8らに総合整備m扱 Vは郎市全体において
ti!偽の幼本性と公平性を同時に考慮した総合的な絡設盤備の望ましさを表す指ほ




タβ1;1.正の他となる。この式(4 -2) li図 4- 2 のように表現できる。各lÜ~
lま総合 iiHi~Hi .I;~ Vが等しい点を結んだものであり、，(j下にいく筏大きくなる。
~純水代，'，Hl t票Eと整備m&1旨i票Iがそれぞれ 1つの数値として3十由化され、ま
たそのときの総合整備 llH~‘ V の伎がデータとしてf，'}られるなら、パラメータ α 、
-76・
β をi住定することができる。そして、 i!}られたモデルの応月!として、 :;':;1療の都rli
において整備水稲j旨探 Eと悠倫絡a指標 lを制定すれば、 It定した α、 βを附い
てその都市全体の胞設整備の盟ましさのf11.立を評価することができる。
4. 4 都市絡役鐙備における効お性と公平性怠訟のモデル化司'
式(4 -2 )で効率性と公平 1生を同時に ~111. した~~， (1雌モデルを悦災したが、こ
こでは、このモデルの縫定において効率性と公平性怠峨ぞとり込む }j法、およひ
IIt 定方法について述べる。具体的には、 E宣備氷結 f旨 t柔 E 、~備絡差 flíI禁l、およ
びそのときの都市全体からみた鐙備状態の句ましさをぷす指係 V (総合:tHiiit旨1:)
に|測するデータが得られたとして、式(4 -2 )の盤。il*'Vlt旨係 Eと'ti!~jü 絡.&1l1
4ゑ iに対するウェイト α、 βの縫定を行う }j法を説明する。
4. 4. 1 効構伎と公平性怠織の導入方法




U A > U B 
U A = U B 
U ^  < U B 
状態 A >状態 B (Aが Bより望ましい)
状態 A...状態 B (Aと 8は無差別〉
状態 A<状態 B (Bが Aより望ましい〉
( 4 - 3 ) 
ところで、この UA、 UBは式(4 -2 )の総合整備指械を計量的に表現した
ものとみることができる。また、 UA、 UB 1;1.都市施設に対する個人の評価値で
あるとすると 、 UA、 UBはある一定のばらつきをしており、施設の妓備状態だ
けで決まる非硲事項と個人の価値鍛等の逃いに起因する砿お項〈誤基lJi)からな
るとp，えられる。そして、'*事項が評価総にばらつきをうえでいるとみることか




( 4 - 4 ) 
( 4 5) 
ただし、 V A ， V s :状態八、 B に刻する総合鐙~ii1 JIj源純のJドlil'(率項
εA ， εB :状態 A、 8 に刻する総合墜 ~ii1 t票依の獄事項〈誤差項〉
任意の例人が純t&の技術状悠八、 8を比絞し、 状態八が 8より型ましいとする
低率Prob( U A> U B) は式(1 - 1 ) と ( 1- 5 )から次式で表される。
P rob ( U A> U s) =Prob (VA-VB> e Bー εA) ( 4 -6 ) 
式(1 - 6 ) の VA、VB に式(1 - 2 ) を代入する。
P rob ( U A> U B) 
=Prob (α(εA - E B)一β(IA--IB)>εBー εA) ( 1- 7 ) 
と ζ ろで、式(4 -2 ) のパラメータ α、 βを縫定するためには式(1 1 ) と
式(4 5 ) の誤iQ写iである eA と eBの誤差分布を仮定し、 E監E艇を算出するた
めの具体的な関数形を求めなければならない。
4 4 2 モデルの特定化と惟定方法制
ここで、 P A =Prob(UA > U B ) とおき、式(4 - 1 ) と ( 4 - 5 ) の~~~
1Ji e A、 εB に対して、 その分布関数としてガンベル分布を仮定すると次式で表
されるロジ γ トモデルが導かれる。













( 4 - 9 ) 
ただし、 y A 
JσA2+σB2 
σA ， σB :限差分布の領海偏泣
個人のらっ tlH票依 UA、 U ß がある確率分布をしていることは彼らの母~I.J1か
ら選ばれたサンプルも同じ確率分布をしていると考えられ、 ある例入が状悠八を
cv.ましいとする硲 ~Ii サンプルm団において状悠 A をタましいとする人数の比，私
とみなせる。 これより鐙備7Jd草ill1収 EA、 E B、ま整備絡正指係 1A、 1 B およ
ぴ滋好比本 PA、P B のデータがl!}られるならば、 ロジットモデル式(1 8 ) 
とプロビ〆トモデル式(4 - 9 ) から導いた次の式をmい、
βを彼定することができる。ラメータ α、
〔ロジットモデル〕




=α(EB-EA)一β(1 s-1 A) 
〔プロピットモデル〕
式(1 - 9 ) より、
{α( E A -E B )一 β(1 A - 1 B )} 
y A vu A2 + σB2 
=α ( E A -E B )一 β' ( 1 A ー 1B ) 






4. 5. 1 効，似性のlt.!il化














E =一 (u1+u2+・・. . . + u n) 
n 
( <1- 12) 
O. 5 
<1. 5. 2 公平性の~t・盟化
( 1) G I N I係数料.10) 
同民の所得や官の分配の公平性を謙治するためのla僚として、ローレンツ曲線
が経済学の分野で用いられている。このロ ーレンツ曲線を用いて、ゾーン聞の絡
J.:を ~I・盟する。ゾーンを個体 i 、各ゾーンでの絡投鐙 ~iiì に対する M価似 u iを個
体にリえられた 7;f の所有B と考え、防制に 5手術仙の低い 11前にゾーンを~立べ、総ゾ
ーン散を 1. 0としたときの似を、縦軸には評価fIliが任志のゾーン iにおける ufl
U I以下であるすべてのゾーンの評価値を総和した値を総ゾーンの評価値の合計
に対する比~~に決算した似をプロ.~卜する とローレンツ曲線が箔ける。すなわち、








G=1-2x-x 一一一一一一 × ヱ ( t u i) 
n n i=1 j=1 
玄 ui 
( 4 -H) 
L u j 
j = 1 






L u j 




完全平等線に固まれた面積 OAOが絡涯の度合を求している。 G I N I係数とは
この面積 OAOを 2倍したものであり、式 (4-14) で表される。 G 1 N 1係
~ G'立、 O三;G ~ 1という性質をもっ。
n 2 
s =ーヱ{u i -A ve ( u) } 
n i = 1 
(" -15) 
ただし、 Ave ( u) : u iの平均値
働80-
-81・B
( 3 ) 変動係数
分散はデータのばらつきだけをとり鍛ったものである。しかし、変動係数はデ
ータのばらつきと、I{均似を岡崎に考虐したものであり、ぱらつきがt也大すると大
きく、 >p.Y.oJ {diが明大すると小さくなる性質をもっ。変動係数 cv は次式でJX出す
ることができる。
σu 
c v ( tI-16) 
八 VC ( u ) 
ただし、 σu : u iのぬ相偏z:







". 6. 1 効市性と公平性に関する意識調査 111
パラメータ α、 βを推定するデータを得るために徳島市役所職員と徳島県庁職
.wのうち倒~rliの岐備について十分な知識と経験をもった総員に被験必・となってら
らいアンケート ~1 1i モ行 った。このように アンケート調査の被験必・を似定したの
は、ここでの持仰は仰Idi全体において効率性と公平性を論じるために広い脱出fと
卜分な知織と経験をもった被験者が望ましいと考えたからである。:'J，1.j1t内特は、
~J 1¥ -1に示すWlJのように、イ地区、ロ地区の 2つの地区からなる然空の M市を
想定させ、その両!tl!医における生活環境施設に対する住民の満足おが、 ( A )平








(A) 35% 30% m平均1132. 5 %で、地区間の
絡~は 5%である。





(A) 1¥ 5 % 40% 市平均1;1."2. 5 %で、地区間の
絡廷は5%である。




". 6. 2 モデルのキャリプレーション
調査結果に対し、まず調査毘で示した各質問における住民の泌足iおから、". 
5 で説明した方法をJìlいて盤術水質~f旨保 E と盤備絡差備機 I のデータを作成した 。
また、泌足事の状況に閲する回答結果から選好ff;lpを計算した。このt占拠を}l.tI
一 11こ示す。これらのデータを用いて他定したパラメータを }l.4-2とぷtI 3 
lこ示す。表 4ー 2，ま授~iUJ)< t干;術開 E と?を ~rii 絡差指綴 I に丸j するウェイトを比較す
ることを目的として、それぞれのデータを平均値が 0、分散が lになるように)，C
単化したものを用いてt~したものであり、袋-1 - 3 1ま徳島市におけるhi!i:党結仰
を好ましさを符価するために用いるパラメータであり、データはそのまま川いた。
まず、ぷ"- 2の結果から?をviilJ<i能指係 Eとfi俗絡z:指係 iのウェイトを比較




表 4 - 1 アンケート調査における施設整備水邸il僚と総投箆備絡差指
保およびj韮好穆
ケース 状!/!j 政~i~*邸ij皆保 t! ~iri 絡 ~ 」瓦変-動J{系IL2-2- il 好都平均 IlCi G I NI係数 分 f設
l 
A 4 7， 5 0 0， 0 2 6 6， 2 0， 0 5 3 7 3， 2 
B 6 0， 0 0 0， 250 9 00， 0 O. 5 0 0 1 7. 1 
2 
A 5 2. 5 0 O. 0 2 4 6. 2 O. 0 1¥8 3 5. 4 
B 55. 0 0 0， 2 2 7 6 2 5. 0 O. 4 5 5 7. 3 
3 
A 5 2， 5 0 O. 0 24 6. 2 O. 0 1¥8 76. 3 
B 60. 0 0 O. 1 6 7 " 0 O. 0 O. 3 3 8 1 8. " 
八 " 2. 5 0 0， 0 2 9 6. 2 O. 0 5 9 28. 2 4 
B 6 O. 0 0 O. 0 3 8 1 00. 0 O. 1 (i7 69. 2 
5 
A 50. 0 0 0， 000 O. 0 O. 000 (i 6. 7 。60. 0 0 O. 1 3 6 2 2 5. 0 O. 2 7 3 3 O. 0 
6 
八 3 2. 5 0 O. 038 6. 2 O. 0 7 7 6 5. 5 。3 7. 5 0 O. 1 6 7 I 5 (i. 2 O. 3 3 3 2 7. 6 
7 
八 32. 5 0 O. 038 6. 2 O. 0 7 7 7 1. 4 
8 3 7. 5 0 O. 238 3 0 6. 2 O. 4 6 7 2 1. 4 
8 
八 6 2. 5 0 O. 020 6， 2 O. 0 4 0 5 1¥. 6 
8 7 O. 0 0 O. 1" 3 " 0 O. 0 O. 2 8 6 2 7. 3 
9 
A 4 2. 5 0 O. 029 6， 2 O. 059 7 2. 7 
8 5 O. 0 0 O. 3 0 0 9 00. 0 O. 6 0 0 9. 1 
1 0 
A 5 5. 0 0 O. 0" 5 2 5. 0 0， 0 9 1 60， 0 
B 6 5. 0 0 O. 1 9 2 6 2 5. 0 O. 3 8 5 1 O. 0 
I 1 
八 " 5. 0 0 O. 0 5 6 2 5. 0 O. 1 I 1 5 4. 5 
8 5 2. 5 0 O. 0 7 1 5 (i. 2 O. 1 4 3 27. 3 
1 2 
A 3 2. 5 0 O. 0 3 8 6. 2 O. 0 7 7 6 4. 4 
B 3 5. 0 0 O. 2 1 " 2 2 5. 0 O. "2 7 2 2. 2 
1 3 
A 5 2. 5 0 O. 0 24 6. 2 O. 0" 8 7 O. 5 
8 60. 0 0 O. 1 6 7 4 0 O. 0 O. 3 3 3 2 5. 0 
1 4 
八 4 7. 5 0 O. 0 2 6 6. 2 O. 053 77. 8 
8 5 2. 5 0 O. 3 I 0 1056.2 O. 6 I 9 8. 9 
1 5 
A 4 O. 0 0 O. 25 0 " 0 O. 0 O. 500 6 3. 6 
8 5 O. 0 0 O. 4 0 0 1 6 00. 0 O. 800 ". 6 
J 6 
A 6 2. 5 0 O. 0 2 0 6. 2 O. 0" 0 7 O. 0 
8 7 0， 0 0 O. 1" 3 " 0 O. 0 O. 2 8 6 3 O. 0 
1 7 
A 5 5. 0 0 O. 0 4 5 2 5. 0 O. 0 9 1 7 5. 0 
B 6 5. 0 0 O. 1 9 2 6 2 5. 0 O. 3 8 5 2 5. 0 
1 8 
A 4 5. 0 0 O. 056 2 5. 0 O. 1 1 I 2 5. 0 
B 5 2. 5 0 O. 0 7 1 5 6.2 O. 1 4 3 7 5. 0 
1 9 
A 3 2， 5 0 0， 038 6. 2 0， 070 7 3. 7 
8 5 7. 5 0 O. 2 8 3 1 0 5 6. 2 O. 565 1 5. 8 
2 0 
A 4 2. 5 0 O. 029 6. 2 O. 0 59 73， 7 
8 " 7. 5 0 O. 1 3 2 1 5 6. 2 O. 2 6 3 2 1. 1 
2 1 
A 3 5. 0 0 O. 0 7 1 2 5， 0 O. 1" 3 7 3. 7 
B 5 5， 0 0 O. 3 I 8 1 2 2 5. 0 O. 6 3 6 1 5. 8 
2 2 
A 3 7. 5 0 O. 0 3 3 6. 2 O. 0 (i 7 7 3. 7 
8 5 2. 5 0 O. 2 6 2 7 5 6， 2 0， 5 2 4 I 5， 8 
-84・
表 4- 2 評価モデルのパラメータの縦定結果(データを~単化)
箆 ~iü絡~l旨係 i ロジット モデル プロピットモデル
の2十量化の方法
α=0.2110 α=0.1241 
G 1 N 1係数 β=0.6843 β=0.4036 
R=0.769 R=O.774 
α=0.4746 α=0， 27<15 
分 散 β=0.8581 β=0.4952 
R=O.867 R=0.855 
α=0.2102 α=0.1236 
変動係数 β=0.68<12 β=0. <1025 
R=0， 769 R=0， 774 
注 1)箆~mt旨綴水部 E のE十:l'Tl化方法はすべて平均簡を用いた。
注 2)プロピットモデルで惟定したパラメ ータは式(<1-11)の
α'、β' である。
表 4-3 3>1'価 モデルのパラメータの惟定t古来
Eを倫絡~i旨保 I ロジット モデル プロピッ トモデル
の計量化の方法
α=0.0367 α=0.021<1 
G I N 1係数 β 担 9.5583 β=5.6398 
R=0.769 R=0.774 
α=0.0446 a=0.0248 
分 散 β=0.0027 β=0.0016 
R=0.817 R=0.802 
α=0.0367 α=0.0215 
変動係数 β=4.7891 β=2.8255 
R=O.769 R=0.774 
注 1)JUUi旨綴7)<邸iEのZ十:m化方法はすべて平均値を用いた。





トモデルの方が1Iii1l1であ る恕白から、パラメータ α、 βの推定においてはロシノ
トモデルの Jj が若午後れていると考えられる。 8 らに、旋 ~ii 絡lJlt1 {票!として用
いた G I N I係数、分倣、および変動係数に闘して同級に必相関係長立を則いて比
較を 行うと 、 GI N I係数と変動係数を用いたモデルでは、非常によく似た結果
が l~} られている。これらに比較して分散を用いた羽合にはやや初度はよがってい
る。 3 つの ~~iij' 抑止の測定方法を総合的に比較すると、モデル1ft定からみると分
散がz:F 優位で』うるが、分散は上限他がないという欠点があるため、上下限怖を
もら、従米から公平1生の尺皮としてよく用いられている G I N I係数が優れ てい
るように札!われる。
t1. 6. 3 ~干 liIliモデルの通用と考察
<1. 6. 2 で H~ 定した求<1 - 3に示すパラメータ α、 βをJIlいて、徳!Jrliの生
活環境ぬ設絶仰のヲ!ましさの評価を行う。徳島市における胞投路側7l<!W1I1係 Eと
胞.:!.t!l!悩liZ: 1行保 lを算出するためのデー タとして、日常生活固に相当するゾー
ン"1位で、生活環境路沿 tこ書jする満足度調査を行った。調査は徳島市を情成する
2 3ゾーンのすべてで行い、配術数 2. 0 0 0 に対し、有効サンプル紋は全市で
1. 8 <1 3 であった。 ~fi では、生活環境施設を安全、低鋭、社会編祉 、 交通 ・
通lu、余暇、 4xfr .文化、および居住環境の 7つの喪黙に法づいて分以し、各1起
訴;別に、終ゾーンにおける現況の施設に対する満足の度合いを質問!した。そして
この結果から、ぷ <1 <1に 示すような各ゾーンにお ける住民の泌足 J絡を得た。こ
の泌足唱 1^ ( <1 - 1 )で示した住民の評価値 u i に相 当すると~えられる。
ζ れらのデータそ問いて、徳島市における獲備7.1<都指保 εとti術絡牟 j皆保 Iを
7 つの生活現段構成~ ，wi別にl1山し、この結果を指保ごとに図<1 5から凶 4
8にぷした。次に、凶<1- 5から図 4-8の各抱僚の{直をぷ<1 3のロジットモ
デルとプロピットモデルに代入し、生活環局総成要紫別の総合的な並 ~iW1旨収1直を
P IUした。この給処を図 <1- 9から図<1- 1 1 Iこ示す。図をみると、 G I N I係
数、変動係散を悠'Ið 絡 Æl旨僚として総合~術指探の他を求めると、良好な lil(iから、






















68. 1 73.2 
66.3 78.8 
63. 4 83. 1 
71. 7 79.6 




61. 1 ト十;150.0 
61. 4 79. 2 
H.4 70. 4 
62. 4 75. 2 
67. 9 U7_.4 
63. 0 68.4 
54. 6 59. 1 













50.0 61. 3 
57.0 70.8 
66. 7 83.3 
77. 1 
3. 7 83.5 
35. 4 46.0 
53. 6 71. 7 
け9.5 71. 6 
3. 3 55. 8 
48.0 63. 4 
35. 2 47. 6 
38. 7 59. 7 
56. 2 58. 9 
41. 1 45. 6 
40.9 34. 1 
36.8 44.8 
38. 2 37.0 
41. 7 38.3 
~3~_，_1 37.5 
37. 9 49.4 
.9. 1 42. 9 
46. 2 50.0 
t土会1.'Jl止
図 <1- 5 徳島市における箆術水海
t皆保健 〈平均値)
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余暇 教文化~ I 居環t住克 I ω時 A回
66.7 51.4 73. 6 76.4 
58.8 58.8 56. 3 70.0 
47. 2 63.9 69. 4 79. 2 
50.0 57.4 77.4 77.8 
56. 2 6. 7 ト!lL 77. I 
57. 2 65. 9 3. 6 76.9 
42.4 40.0 H.O 55.6 
58. 9 56. 3 48. 7 69.9 
47. 4 54. 7 58.9 75.8 
42. 3 0.3 46. 2 58. 7 
39.0 43.0 什if: 69. 3 26.8 47. 2 54.8 
46. 3 32. 3 44. 4 61.6 
42. 9 44.7 57. 2 61. 4 
32. 2 37. 5 46.4 55. 4 
31. 8 39. 1 H.3 47. 7 
20.7 24. 1 
4381.9 2 卜_44.. 2_ 
39. 3 30. 9 41. 1 
37.9 35.6 42. 4 48.3 
34. 1 39. 1 43. 2 53. 2 
29.1 45.4 26.8 43. 5 





j旨僚組 (G I N I係数〉









プ 0 ピγ トモヂル
社会福祉 1.5、…・
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デルのうち、終的絡.al行以 iこG I N I係数を用いたロジットモデルを用いること
にする。校側絡iをt旬以に G I N I係散を伺いたロジットモデルによる徳島市の佐
川J!;'ll克純設f完備の好ましさの.;'1'(1必結集を、 b範幸自に箆仙ノ'1<iVdlH~ E 、縦章自に登 ~jH6




桁 l~ が小さいこと 、 健康に l災l しでは、中心市街地において医療施設の過密状態が
生じており、都市全体として整備水織が高いことに起凶していると考え られる。
ところで、 G 1 N I係数のもつ o~ G :; 1 という性質を平11mすると、次のよ
うな綬仙述成率 Ak を算出することができる。望室備7l<i1J.iflH京区には平均満足主絡を
1いていることから O妥 E孟 100であり、 E室備絡&1旨係 Iに用いた GINI係
数の性質とあわせると、総合笠備指係 Vの般大値は V圃ax (E = 1 0 O. 1 -0 )、






























V k - V田in 
^ k XIOO (%) 
Vmax -Vmin 
( " -17) 








<1. 7 *Ji :苦
.& <1 -5 徳島rliにおける
締役終的達成郁
環t定型発; 迩成$(%) 
安 全 86. 8 
位 五JI 85. 5 
社会制祉 79. 6 
交通.)辺1 7 9. 9 
余 同日 76. 5 
4:"f・3ピイヒ 7 8. 3 
居住環境 7 9. <1 






















HI. 指紋とゾーン聞の絡去を l!< すための指僚である施設鐙備絡ま指標を定~し、
この 2つの指紋の線形相により、総合的な tldi h包設鐙仰の望ましさである総合
?を備i旨t去を表現した。
". "では、人の効率性と公平性の怠織をモデル化し、 4. 3で挺寂した評価
モデルの 1ft定方法を説明した。その方法は次のような内容である。
① 施設 f信仰水ifJìと絡差に~いのある仮数のfIll 市を比較し、その盟ましさから 11 . 




① 絡設終的の ~J* 性 、 すなわち郎市全体の tíf 術水鄭のおさを ~t1il化する j旨僚と
して平均似を健保した。





① 4. 5で縫祭した公平性の 3つの計量化m僚をモデルのね庇に基づいて考察
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5. J ~[説
効用段大化による郎市公共絡設の手IJrn行動のモデル化とその応用






ベる。次に、 5. 3では、 剖Ii行公共 ñæ.~ の利用者の行動を説明するために利月).[;
の効月j関数を定式化し 、利用者 li施股の利用においてまIJJlJをI設大化する行動をと
るという仮定に誌づいて、総設の~備状態と施設の手IJm 回数の関係をモデル化す
る。 5. "では、 5. 3で得られたモデルに対し、総設の手IJflI回数とその性質に








~題の l っとして 、 施設のまを備状 i兄とそれに対する需;~との|関係を解明すること
が指摘できる。本研究 li 、 この~姐を解決するための第一歩として、従来みられ
なかった胞設の利用者の立場から、郎市公共胞設の需tH荷造を明らかにすること
を目的としたものである。
本研究の特徴の l つは、都市公共胞設の利用者の行動は総投のやJm によって{~}




のモデルを中心に多く Ali討されている。特 lこ非集計ロジ〆トモデルは、こ ζ 数年
のUJlJはもよく研究が.i[められ、交通計画の分野ではliu・立されたモデルになってい
る1.。 しかしながら、伺I，fj公共純設の手IJ月1を説明するための行動モデルは、わが
I~I ではほとんど事例がみられない。また、最近のが {~J から l刈.i!llのあるものを純制
しても、通勤通学交辺を対象として、辺:'iJJ手段 ・駅 ・アクセス手段の同時選択ネ
ステイ〆ドロジットモデルを月jいて新駅利用量の予測方法を提案し、その評価を





























5. 3 X11市公共施設の手11m行動のモデル化bJ .7 J • e. 


















の利用回数を ni jとし、 l回の施設利用に対する居住地 iから施設 jまでの往復
の交辺1'1.mと利用料金の和を cij、往復の所要時間と平IJ即時nJJの拘を ti j、また
施設 jを l回利用するときの手1m価値を zj とする。さらに、例人のある 一定期
間の所得を I、自由時聞を Tとすると、施設の利用回数が ni j回であるときの他
人の効用 は、所得!と自由時 1日Tから絡設の利用によってinnされる 1'.flと時聞
を差し引いた残りの所得と自由時n、および得られる利用価悩を用いて計量でき
ると考える。 すなわち、このときの効用を Uiで表すと、 υi(孟次の式で定式化
できると仮定する。
由 97・
個人の予算や自由時IllJのなかで比較的dli rIi公共総設の利JIlにおいては、さらに、Ui-α10g ( 1 エーni j・ci j) +β10g(T -~ nij ・ l i j) 
子 l1 と 総~1、




余硲かあるlMI分を{史って、( 5 - 1 ) + 7 ~ Z j. 1 og (1 -tn i j) 
Ui 以上より、仮定することができる。
α 
7 ~ 0 ) β. (α， '1 :パラメータβ， a. fζf二し、
~nij.cij+β1 og ( T ) 
J 
α1 og ( 1 )ーUi が個人が施設を ni j位IlJ
が妓8れた臼IJ自主聞で
(I-~njj ・ c i j) 
( T と~ n i j・ti j) 
(l+nij) 
式(5 - 1 )において第 l項の
β mした後に技された予算、第 2J1iの
河~ 3 J1iの文Hxのn数を ni jでなく 2 ) ( 5 エni j. l i jf 7 L z j . 1 og (1 + n i j)n i j = 0のととしたのは、ある。
きの先IJOのfl!iがマイナス無似Jてになるのを避けるための使宜的なものである。
U 0 とすると、一方、 ñúi 設をまったく ~IJJIしない協会に個人のもつ効用を U0 何人が施設の利用から í~} られる泌足の i立合を忠 l沫すとは、ぬ投の.{:IJJI (1凶ft(iz j 
は、式(5 - 2 )からすべての ni jを 0とおいて求めることができる。施設の利用したがって、それを 1't幣11¥位でぶ現したものである。るものであり、
また、利用価値 zj は胞設の線検や質に.nである例人によってこの仰は異なる・0
( 5 -3 ) =α10g(I)+β1 og ( T ) U 0 も大きく{次(j.していると巧・えられる。利用価値 zjを純設の手IJIlJ行動を説明する
ための幼J1J1刈数に組込んだ庖!由は、鶴市施設の利用価値がその利用回数を左石す
を比較してと利用しない劫合の効JIlU 0 個人は施設を利用した場合の効用 Ui OlI ある ~Wl となる j例!日l 、また利用回数 nij は、る~囚と巧・えられるためである。
n i j[(IJ 施設を利用しない場合に比べ、利用するか~かを決定するとJtえられる。その他は少数点以下のえば i必1m，ζ純:交を+'JJTする副数を怠味するものであり、
'1次の式で表される。利用した場合に地j却する効用 Viしたがって、利用回数 ni jのとりうる Iilは非負の実放Iilになることもありうる。
~である。
t1 ) ( 5 Vi=Ui-UO C E また、 0数形についてであるが、効用関数には、従米、線形型、対散型、
V E S型<'1がmいられている。線形型は肢も一般的で.tj1純な関数であり、S型、















c i j + 
?
?
?L n i j • u1感的にわかりにV E S型の開放を仮定した峨合には、 l期数が絞雑であるため、
5 ) ( 5 +7 ~zj.log(J +nij) 
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わかりやすい対数





自主not i j 
( 5 -8 ) Vi= LVij 
n i j .G i j + r z j . 1og (1 + n i j) V 1 J = ただ し、
これま で に ~rl した仮定のもとでは、各総設の +IJm 1)>らi!Jられる幼JIすなわち、




( G 1く G2く G3) 
利用行動モデルの持出2 3. 5. 
~m c ij 
配世され都市公共他殺 iの.fIJHl者が効用品大化行動をとるものと仮定すると、時IUJの関係
た胞設に矢!し、 hiJ;没の手1JlJからwられる効用が最大となるような平1JlJ 1"以を伏広
一般化政周 Gi jと白剤、閲 5-1 














a n i j 
5 -5 ) 
( 5 -6 ) l i j 
?
?
?c i j + 
α 
G i j = 
9 ) ( 5 t i j + C 1 J-
第 l式(5 -6 )において、とおくと Gi j は効用の測定m位と閉じ単位をもっ。
(5-10) 。~ 7 Z J 2~ ~ V i a n i j ~ 一般化世間1Ji ，まぬ設の+1J1Jに{下う自問、第 2項は絡設の利用 tこ伴う時間であり、 (1+ nij)2 
この一般化費用 Gi jと費用 Ci j、助問 li jの関係は図 5ー 1とよぶことにする。
より9 ) 式(5 
で求められる。
n ijに対して上に凸であり、
の般大{巾を与える利用回数 ni j 0 Iま式 (5-11)
は、から効用 Vi(5- 10) .式
Vi 
を式 (5 -5 )に代入する。
= -L n i j. G i j + r L Z j . ) og (1 + n i j) 
のように術くことができる。式(5 -6 ) 
、? ， ，??( 5 
7 Z J 
G i j 





n i j 0 ( 5 -7 ) { - n i j. G i j + 7 Z j' 1 og (1 + n i j) } L 
J 
Vi 
l 1 j C i j 1 
7 Z J 
G i j 
各施設を ni j回.f1JnJ 間人が施役を利用しない楊合に比べ、以上のようにして 、
n ijO= 0 のとき一1~ 0 ただし、
のように簡1にあるいは式(5 -7 ) した~~合に j~JI]する効用は式(5 -5 )、
からわかるようにある施設 jを nij副だ式(5 -7 ) また、ぶすことができた。
玖;の式で表される。
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iま、る先/JJ1J V i 




それに対する t'JHl その頂点は最大効m悩 vi j 0 Iこ仰当し、線 iま上{こ凸の幽It'ilで、玄 ni j 0・ci j-J V i 0 a: 
である。 11t:~ li一般化:l'1l11Gijと施投のやJm価値 zj l叫政 lif設通手IJ1Tl回数 ni j 0 
h1! Mt 一般化質問 Gi jがOに近づくことは、との関係によって毘なった}F;となる。十 '1}:zj-log(1 + n ijO) 
の l回のやJm自問 cijとぬ投までの往復所要時間 li jがoIこ近づくことであり、
施設の平IJJfJ価値 zjが Oでない限り、.hl.i直手IJ朗自主主 n ijO が J{~ 加lこの~合には、
これにnぃ、応大効川fr(iV i 0もi曽加する。、ー ?
=-}:nijO・Gi j + 1 L z j -log( 1 + n i jO) 
j J 
に近とのW'1 Z j 一般化:l'1用 Gi jがパラメータ 7と施設の平IJ)1価値 zj 次に、
すなわち、 Ja通事l周回数 ni j 0が Ovij-nij曲線の山は小さくなる。づくと、( 5 -12) }: v i jO 
より大きくなG i jが'1 Z j さらに、もOに近づく。ft}大効用値 vi j 0 に近づき、
つまり、総設の 1[fll 利用に伴う 一 般化~Jllが fi'rk 設の利則{雌{，li を上削るとるt1合、
この条件ドで施設を+'1JIすればtの仮りに、きには、効JTlvijは負の他となり、v i j 0 =ー ni j 0・Gi jト'1 Z j・10g(1 + n ijO) ただし、
胞設は当然利用されない ζ とになる。効用が発生するから、
利用回数とその影響袈因の関係2 4 5 _ +'J fIJ回数とその性質4 5_ 
とその影響要因との佐賀を調べる 。ζ れまでに求めた肢通事j周回数 ni j 0 次に、
効用関数の'-uを般大化するで求められるJd:通利用回数 ni j 0は、1 ) 式(5 - 1 段通利用回数4 5_ 
.fIJ HJ回数であり、現実の胞投利用行動で住民が効用般大化行動をとっているとい式 (5-12) における vi j 0はゾーン iIこはむ住民が絡役 jの利用から得る
以下の;夜論 li、この nijO が顕在化した利用回数となる。う仮定のもとでは、
』包の関係は、とそのl詰大効用組 vi j 0 l及迎利用回数 ni j 0 効月jのM:大{，任であり、
とよふ ζ とにする。をとり扱ったものであるため、単に「利JlI回数jにこの ni j 0 
とn i j 0 より、すなわち、式 (5-12)4jtの泊UIや配置条件に{衣符している。
l i j、利用者の錨v i j 0 li飽設の配置と利用者の居住地との聞の交.ii!i条件 cij、
および.fIJ川価値 zjの関係と一般化費用 Gi j、利月j回数 ni j 0 
、 、 ， ，?， ， ? 、以上の関係 li図によって規定される。および胞設の利用価値 zj T、人属性 I、
および利用価値 zj と一般化費用 G i j、より、平IJm田数 ni j 0 式(5 - 1 1 ) 5 ・幽 2のように表される。
胞設の手IJJ1j価値が一定で3のように描くことができる。図より、の関係は図 5
つまり同じ絡設であれば不便な所に配置 8れあれば一般化政用の地加とともに、










一般化~用 G i jと利用価値 zj の関係
を変形すると次の式 (5-13)
-103・
( 2 ) 
式(5 - 1 1 ) との関係
n ijO 
と忠大効用値 vi j 0 
ー102-
n i jO
段通利用回数 ni j 0 図 5-2 
最泊利用
回以nijO 




.tIJHJ回数 ni jO 


































これまでに述べてきた一般化自周 Gi jと利用価値 zjに対する利用回数 nijO 
また、合で上旬}Jlさせる必要がある。
般ー化1!1.用Gi j 
G ij =Go 
o適，fIJfl回数 ni j 0 に虫、jする一般化:!!lJll図 5- 4 
総設が..fIJmされる図において、の関係を空間的に拙いたものが図 5-5である。と利用価値の関係
すなわち ni j 0 - 1 > 0に相当する部分、(7 zj /Gij) n ijO 空間は、
施設までのWlI えば、> G i j/ rを満足する領域である。Z J 0の平岡よりよで、
を越えると利用する ζ とに江り、の手11m-liは、利用価値が Z，一般化fiJllが G，(5-13) G i j 
7 -)j、回利用することになる。の利用価他・を認めればその胞殺を n，さらに Z2 





利用価値 ZJは一般化fi周 Gi jに対してlt1J!~ .IfJ加で、傾
きが (l+nijO)/rの直線であることがわかる。
パラメータとして一般化質問 G i jと利用価値 zj の関係をfおいたのが図 5- "で
1ー0.-
をの ni j 0 式 (5-13)
より、1 3 ) 式(5 
5. 5 m~ ïli 公共総設の需要~1i j;:'の惟定
本節では乙れまでにJl.ll論的に1ik閉した個人の郎市公共ta設の利m行動モデルの
三:.:u:分析を fう。ここでは、施位の鐙備状態と顕在化した +'1nJ凶欽の関係を定式
化した式(5 1 1 )を1lJいて陸沿の実涯をrい、 さらに 5. "でお治した段迎
利lHl!:l放 ni j 0 の性質を現実の施設を用いて考察する。と ζ ろで、 oa.:l:の +'1111必・
が効川l比大化行動をしているという仮定のもとでは、，jifiiまでに説明してきた Jtl
~+'l 川副数 n i j 0が現実の施設に対す る利用者の手'1m副数に相当するらのであり、
本節でも 1'に、 r .fIJ ITJ回数j と記述す る。
5. 5. 1 公1¥11の平IJm fTi!lJ :lHi 
実，~E 分析のためのXl~di 胞投として児童公園 ・ y~ 出品立凶と自I~rli公附をとりあげる。
これらの胞‘没は M~Hiにおける di民の日汗;生活の中で必裂のl立合が刈く、施設その









ぷ 5 1 に ~Ifi から f!} られた児滋公園 ・ 児宙遊園と飢 rli 公陶の利Jlj価値の sr 均
悩と保~J(.両足を、また凶 5 -6にはその分布を示す。児市公凶 ・児m辺倒の手'1JlJ 
ぷ5- 1 児蹴公園 ・児宙遊園と郁tli公園の.fIJ川falifl(i 
施 設 平均値 係機偏韮 サンプル数
児』託公関
271円 281内 119 
児立l遊間
tlSrJi公園 251円 269同 1. 1 1 7 
-106-
% 





。 .fIJ1J IdHl 。l 101 201 301 401 501 601 701 801 901 1001 ( 1)) 
100 200 300 400 500 600 700 800 900 1000 
図 5- 6 児I首公闘 ・児車遊園と郎市公闘のflIJ羽価{必の分.fti
価値の平均値は 271円となっており、郡市公閣の 251円によとベぬくなってい




児立i遊園では約 2 7 %、.m，li公園では約 2 1 %となっている。 40 1 --5 0 0 11
の割合が比較的多いのは、数字として区切りの良い 500円を回答した人か多か
ったためであり、利用価他が 500円程度の人は大まかに 500円と答えている
ように思える。同じようなことが、利用価値を 1. 0 0 0円とした人にもいえる。
5. 5. 2 児詣公国 ・児沼遊園iこ対する需要椛進
式 (5-11) を変形すると次の式 (5-14) が1%}られる。
l十 ni j 0 
r Z J 
( 5 -10 
αβ 





t~ fIl はほとんど OとJZえられる。さらに施設の窓口料金は燃料であることから、
胞設のflnJ t~ JTI は ci j = 0とおくことができる。
A. ß: 施設の紐~によって火なった úli をとるパラメータ
I + n ijO =ー
7 Z J 
β 
t i j 
T 
Z J β 
I + n i jO 
l 1 J ( 5 
7 T 
式 (5 J 7 )に対し、手11m回数 nijO と利用価値 zj 1住民の胞設利用状i兄調
貸のデー夕、 na設までの実ifl熊 si j 1立地図 tで実制したデータを用いてパラメー
タ A、 8を求めた。
パラメータのm定では、l1I![羽上で実測した施設までの妬雌を I0 0 m ごとに区
分し、その区間のサンプルの平均距雌 (m) を作成し、また、 5. 5. 1でほ明
した住民の胞投手IJ用状況調査から i:Jられた lカ月間のぬ投手1IJI ~!I 数の、}l 均仙、お
よび利用価値の平岡悩(円)をnI:Hし、データとして則いた I1・。 すべてのサン
プルは児m公副 ・児童遊園からの距織が JKm以内に含まれている。ここでは、
式 (5 I 7) の左辺の zj / ( 1 十 ni j 0 )を lつの従属変紋とみはし、必小 2
浜松による 111 凶似分析を行いパラメータを求めた。そのときの従 lぷ金以の ~IlLi独
立変数の ffi 雌の i純加と Jもに J~J.Klしており、 30-100の問の他であった。ここ
でHt定きれたパラメータをJ1lいて利JlJ回数 ni j 0を表すと次の式のようになる。
式 (5-15) において、 t li 施設の利用に裂する時間である。ここで、 ñ~投ま
でのJi'.i庄の所要時IHJを τij 1 、総設の利用時間は各施設で共通と似定し、 τ‘と
し、ぢらに締役までの実距離を si j、移動泌Jtを vとすると、 t i j は次の式(5 
- 1 6) でぶされる。
t i j = 2τi j 1 +τ2 
n i j 0 
Z J 
(R=0.939) (5-18) 





，?， 、〕? ? ???? ，• ， 、? ?• 〔
2 s i j 
+τt 
(5-16) 
v ただし、 ( )内の数値 lit i査である。
式 (5-16) を式 (5-15) に代入する。
Z J 
1 + n i jO 
=Asij+s 
(5-17) 
式 (5-18) の関係を焔いたのが図 5-7であり、施設の利用回放 ni j 0 は、





の点 Pの状態のときに月に 1回利用することになり、手IJm価値が約 80円上月・す
るごとに利用回数が l 回ずつ地加する。そして、利用価値がが~ Ij 8 0円、すなわ






2 s i j 
+τ2) Z J 
I + n i j 0 v 















5. 5. 3 伺1di 公聞に対する侃 ~Hlj 造
徳山市街地の中心部には、面積が約 15 h aの総合公l対(r 徳島中央公!{ljI ) 
がある。ここでは、この邸市公闘を対象として、式(5 1 1 )を変形した次の
式 (5-20) を則いて需要構造の分析を行う。
。 n!雌(m) 7 Z J α β 畠遍忌 c i j + L i j 
1 + n i jO T 
Z J α β . . c i j斗 l i j ( 5 -20) 
1 + n i jO 7 7 T 
。 200 400 600 800 1000 
図 5 7 児童公凶 ・児屯遊園の利用における施設までの
距滋と手I)m固定文の関係
胞~&からの ~11 縦が見なっていても大きな基はないことがわかる。この問自は 、 児




なる ~ê 能、すなわちその飽設が.tIJ'日され なく なる距般を限界短雛 s i j 0とよぶと、
ζ の限界銀鍛 si j 0は式 (5-17) より ni j 0 = 0とおいて求められ、次の式
で表されるように利用{函館に依存している。
式 (5-20) には α、 β、 7のパラメータが含まれている。ここでも、 l i j Iま
胞設の利用に袈する時間であることから胞設までの片道の所要時聞を τij 、胞
投の利用時間 li各胞投で共通な τ4 として、 t i j = 2τi j， + r-‘とぶしておく 。
また、片道の交通貨月jを πij ， 、 総~の窓口料金を π ζ とす ると施設の.tIJIに認
する白用は c= 2πi j， + 1' 2 と淡される。ただし、占1fIj公園についても:窓口料
金は 0と考えられる。このようにして、式 (5-20) から次の式のような新し
いパラメータを用いた式に変形する。
s i j 0 
z j - s 
A 
Z J 





( 2τi j， Ir-:) 
T 











? =16.129z ij-789 ( 5 -19) 
Z J 
-Ol'ij，+Er-ij，+F (5 21) 
l+nijO 
OlJえば、手IJiTJliIli悩が 100円である人は、 施設から 824m以上離れると施設
を利用しなくなる。ところで、限界ie縫 si j 0を決定する この利用価値は、先に
2 α 2 β 
T 
F = 
7 7 7 
?
?
? τE ただし、 0= E = 
1ー10- -111・
J). E. f:施設のfHrtによってnなった似をとるパラメータ
施設平11mlこ裂する貨月1c i jと時I:Jl I jの関係を調べると、 iVr裂時Wl1時I:IJにあiし




ているころがわかる。例えば、利)1)Idfi fl(iが 200問の利m省は一般化白川が 10 
0 円(交通貨m が O 円のとき、片道所~・ 時間が 9 <1分~.íl度に相当〉以下のところ
に住んでいれば月に l回以上利用し、一般化費用が 40fT!(交通貨周が O円のと
き、片道所要時nが 28分程度に相当〉以下のところに住んでいれば}jに 4凶以
上利用することになる。この恕出は、このような公刷 1;.lis市内に数個所しか投ほ
d ~t ておらず、児市公同 ・ 児誼遊 l到に l七ベ、施 f& に到述するのに~するí'tll1がか
なり大きく感じられているためであると勾えられる。また、総設の，fIJJIlI品fl(lも利
用問 散を決定する要因となっており、施設に到達するための一般化nmが 50円
(交通費用が 0同のとき、片道所史的問が 39分段度に相当)の利用者 Ii利1価
仰が 100円以上で 17J月 l回以上、 500円以上であれば 9回以上手IJJlJするこ
とになる。
式 (5- 21)1こ対し、.flJJlJ同数 ni j 0と利JIlI必他 zj は 5. 5. 1で説明し
たIt民の総投+IJ川状況調行のデータを用いた I I。 また、施設利1llに躍する白丹1
fl i j 1 と1与IHr i j I 1ま公閣を+IJ川する際の交通機|民!のお11iデータを川いて、地幽
しで実 iJtlI した ~n 縫のデータから変換した 1 d ) . l SI。
パラメータのi佐定では、徳島市内において市街地を形成し、かっI也形的にほほ
[d] 1'1とみなせる行政区ゾーン(小学佼区とほぼ一致〉を lつのサンプルとして、
公闘から約 5 k m以内にある 14ゾーンを選出した。データとしては、手IJj羽田数
はゾーン内に住む被験者の 1tJ ) IのやJm回数の'Jl均他、利用価値も問憾にその平
均値を用い、また白川と時間も各ゾーンの被E央省・の交通機関分組事を~.fj!して片
道の平均偵を J').出した。ここでも、式:(5-21) の左辺の zj/ (I+nijO)
を lつの従凶変散とみなして、必小 2采法による虚回帰分析を行いパラメータを
I1t定した。そのときの従属変数の(I{i1;1.独立変数の t~ 用 πi j Iと時r.JJτij Iに対し
てほほ比例的に J{IJ)JlIしており、 9. 4-80. 0聞の他であることがわかった。
このようにして他定されたパラメータを用いて利川副数 ni j 0をぶすと次の式の
ようになる。 5. 6 *吉:き
n ijO 
Z J 













① 本訟での研究内容は、施設の利 JIJ~・の立場から郎市公共施設の侃 ~~IVj:ii'!を明
らかにすることを目的としたらのであり、その特徴の lつに、都市公共胞設の
ただし、 G O. 506πi j I + 0.911τih + 14.250 
(1. 542) (0.521) 
、? ?，。???? ?• ???• ?，?、
0.253cij + 0.456 (tij + 31.250) (R=0.828) 
ただし、 ( )内の数値1;.l tlである。
式 (5 - 22) が得られたことによって 、 部~r!i公閣の利用においである一定の
flJ m回数を保征するための一般化問周 Gi jと利則li団組 zj との関係を i切らかにす








e'J.:に、 5. 3では、倒rti公共締役の手IJm;(1のお裂行政lを説明するためにやJm.n 
の幼J1J関数を定式化し、府J1J -l'i Iま純設の利mにおいて効JlJを員立大化する行動をと
るという仮定にuづいて、ぬJ設の控Wi状態と施設の.fIJRJ回数の関係をモデル化し
た。モデル化の過~~・で得られた成 w・ li~ のようにまとめられる。
① 俗l 人のhíB:設の悶~行政!を説明するための }J; ぬ純念である手IJm.nの効川!日|数を、
利用-l'irこ弓えられた自由時間、所得、総投手IJ用に伴う費用と時間、および施設
利Jfjから í~~ られる利用価値を用いで定式化することができた。
<ID a~J 人は施設の利用において効m を蔵大化しているという仮説に必づいて純投
の+IJ1行政lモデルを導いた。このモデルによって効用を政大にする鼠Al.fIJ fl副
数 ni j 0、およびこのときの政大効用側 ViOが、純設の特性である l回の施設
平IJfTJに裂する質問 ci j、h'a設の利問に要する時間 ti j、および l回の利用価値
z j によって表されることを明らかにした。
5. 4では、 5. 3で15jられたモデルに虫、jし、総設の手IJfTl回数とその性質につ
いて JO集を行った。その成果は次のようにまとめられる。
① fJIlln公共施設の利用行動モデルにおける利用回以 ni j 0の性質を調べるとと
らに、利!日回数と施設の利用に裂する質問 c i j、時間 ti j 、および hÍ!i.~ の利則
価(l(lz j との関係を明らかにし、施設の立地特性に対する需要行動のメカニズ
ムを説明した。
o fIJ 周囲散 ni j 0は、施設の利用に要する費用 ci jと時間Jt i jから成る一般化
~JlJ Gij の地加に対して 111 調減少し、-);、施設の利用価値 z jのJiflJUに対し
ては線形的に~加することを説明し 、そ の関数関係もりl らかにした。
そして、 5. 5では、 5. 3 で定式化した胞1&の終 ~ili 状態と手IJJT回数の関係の
実証分析として、徳島市にある児 iû 公園 ・ 児m遊閥、および郎市公幽を ~.J 匁とし
て施設の罰:a~I骨造を解明した。その成果は次のようにまとめられる。
① 児泡公園 ・児il遊園とdn市総会公園の 2つの絡2交を対象として需要fg造の分
析を行った。まず、児宮i公園 ・児11遊園と都市総合公閣のやJm行動詞代によっ
1ー14・
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m 6 十市 効用最大化による商業施設の利JTl行動のモデル化とその応用
6. I Illl説
占Ilil;住民の泊四水準の L界とともに口物符裂は lt'J大かっ多織化している。それ







べる。玖'に、 6. 3では、消'1'1者の前謀総設の干IJr日時における ~J 川政人化の I x品
に l，~ づき、商業ぬ J交の利用行動をJlJl論的にモデル化し、行動モデルを導 l(jする。
Eさらに 、 このモデルにさE づき、尚 ::u包投 OliJからみた買物 -li~ の鉱;~・予測、商業ぬ
設のマーケ〆ト ・シェアの算出 }jtについて述べる。 6. 4では、商X-OI!!設のIlli
阻を定義し、商業ff'æ 設の平11m 行動モデルを応用した商幽の !t~ 定 Jjt;去について説明
する。 6. 5では、 6. 3と6. "で従来したモデルと側四を氏、周して交jfi}j色.;!i
fe ~iU と商 ::ß h包設の立地が f商業施設の手1) JTJ と 1商閣に &1ます彬 I~ を I~t置する Jn去を説
明する。そして、 6. 6では、道路箆備が商業絡設の手IJmに及ぼす影響を計罰し
た'fr例を紹介する。最後 lこ、 6. 7では、本なでi!}られた成果をまとめる。
6. 2 本研究の観点および従来の研究との関i!l!
期業施設の利用行動、すなわち買物行動については、従来から多くの砂1究がfl
告されており、節目 2なでも触れたように、約 iこ、 Rei 11 yの小山りグラビティの
法JlIJや Hu f fのポテンシゃルの慌念等がよく知られている。 Reillyのモデルは
物足n学のニ A 一トンの法則を応用した経験則であり、買物センターの吸引力はそ
のr.tIrliの人口に比例し、n物センターまでの距磁の 2采に反比例するという情造
となっている υ。 Re i 11 y は、このモデルを 100マイル以上限れた大郎市 10に
治則し、各r.tI市の繭留を低定しているが、モデルそのものの行動学的は裏づけが
なされていないれ。 1u f fもグラピティ型のモデルを用いているが、モデル lこ合
1ー17-





N i cdcrcorn and B echdo 1 t d，、 G olob and s cck問ann'>'、 dらに、 Golob、
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G ustafson and 0 cckllann・bらは、空間における人の行動は効mで説明できると
巧え、例人の究iJ ml均~を仮定し、侭i 人は効灯j 政大化行政Jをとるという Iji悦のもと
に、 P.l1:命的なモデルを術祭している。このみ訟は、例人の行動を lつの型に入 っ
たものと匁!解し、効用開放で個人のj遜好をすべて説明しようとするものであり、
仰論がiリl舵でわかりやすいという民所がある円。一点、個人の行政jを効川政大化
仮説に入れてしまう方法とは対照的に、 E車市 :a に~づいて個人の行動モデルを作
成する研究がある。 Stophcr and しi"Scoわ、 Slophcr and L avendcr'_" 、 Ta 1-
v i l i e 11))らは、個人の選択行動 liランダムに行われているという仮定にJ占づいて
ロジットモデルやプロビットモデルによって個人行動を定式化している。乙れと
1，1]じアプローチを附いた研究はわが国でも多くみられ、買物行動 Jを倣ったものに








る)ことによって、個人は効用を得ることから、 Ni cdcrcorn and B echdo 1 t 1. 
6 0 3 0 J 利用行動の仮説と定式化
居住地 iに住むilHl者が商業ぬ設 jに買物に h<場合をJ雪える。 ある.tI1位wlIl 
内(たとえば、 1週間、 lヵJJ) に彼が商業総設を nij由利用するとき、すなわ
ち ni j 回の jl 物に行くときに r!~ る効用を u i jとし、 ui j は+'J周回以 nijとそ の商
業総投 Jの魅力皮 Zj の関散であるとの仮説をおく 。 そこ で商業b"'1!i. 交の利JI行動
の勾~ffl 関数として、 n i jとZj を用いた式(6 1) を仮定する。
7 
uij= Zjo nij 
( 6ー 1) 
ただし、 r :パラメータ
党iJjfJ関数では、 ni j = 1のとき uij- Zj であるから、 Zj I孟前'~ð包役 J へた




( 6 - 2 ) 
さらに、 2階の微分により式(6 -3 )を得る。
32 U i j 
a n i j2 -r(r- l)Zjo 
7・2








ここで、限界効用が逓減することを仮定すれば、 θ2 uij/ anij ~ <0より、
Oく 7< 1でなければならない。式(6 - 1 )より、居住地 iに住む人がすべて
の商業施設の手'Jmから得られる効用 Ui は式(6 -<1 )で決定れる。
? ?
?? ?? ???????? ? ???
( 6 -<1 ) 
1ー18・
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となる。居住地 iから商法胞投 jまでの時間短般を Li jとすると 、居住地 iところで、
に(1;む消 1~ 者・が商業施設を n i j回.fIJmすれば、居住地と刷業te設聞の移動 lこ Li j 
r -1 
= rZj'nij 
この消賞者が向;!shI!i ~への移動に使えるfIn i jの1寺聞を消費することになる。
9 ) ( 6 λt i j = 0 移動に消践する総時間は T以下でなければ ならないか ら式IJ 1:1 UJJをTとおくと、







?( 6 -5 ) 
が成立する。
乞 Lij'nij~玉 T
5 ) ( 6 
(6-11) =λ (T-~ lij. nij)= O 
J 
λ 1問主施設の利用行動ではすべての人が効用を政大化するように利用回数 ni j を
次の最大化問題が定式より 、( 6 -5 ) と式(6 -4 ) 決定すると仮定すれば、
イヒできる。
任意の iに対して関数( 6 - 7 )において、ところで、段通化問題(6 -6 )、
7 
- ~Zj . nij 
方、式 J〈6-7)
Oく 7く・lであることから明 らかに凹関数である。は、Ui 
l約数 fIま線形であとおくと、の左辺を関数 f=エli j . n i j 
ることから凸関数とみなすことがでdる。
( 6 -6 ) 
7 




明らかから求められる ni jは、( 6ー 1 1 ) (6-10) り、式(6 -9 )、( 6 -7 ) 玄 lij'nij，:iT
の段通解であるための必安卜分条件を満足している。( 6 - 7 ) に問地(6 -6 ) 
S. l. 
で表 Eされる。n ij は式 (6- 12)
(6 -12) (す)
より 、式(6 -9 ) 
n i j = (ナ)
利用行動モデルの導出』い2 3. 6. 
を般大にす るよ うに利用衛業施設の利用行動において消費者が効用 Uiさて、
( 6 -7 ) そのときの利用回数は式(6 - 6 ) 回数を決定すると仮定すれば、
この問題はラグラン ジエの未定采そし て、の問題を解いて求めることができる。
ラグラン ジエ関数~ 訟にキューン ・タッカーの定型を用いて解くこ とができる。
であるからえ f;0と江り、
r -1 
rZj. nij >0 また、式(6 -9 )において、で表され る。は式(6 - 8 ) 
自由時間 TIまと~j:\の条件を泌たすことになる。より 、式 (6- 1 1)
T=~tij . 
J 
( 6 - 8 ) λ)zE Z j-n i j 7 +λ( T - ~ tij 'n ij) 
J 
?? ?? ???」
( 6 -13) n lJ 
λ : ラグランジエ ~n (λ孟o) ただし、
λを消去すると、式 (6-14)が得られる。
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β - 1 j( 1 - 7 )とおくと、 β>1であり、式 (6-14) 1まパラメータ 7の代
わ りに βを悶い ると次 のようにぶすことができ る。
n I J = 
{Zj/ lij)βT 
ββ-1、
玄 (Zk'/ t ik ) 
ここ でぶ現を簡単にするために新しい変数を定必する。
S 
W j Zj 
Ki 
ββ lー
~(Z k. ' / lik 
k 
(6-15) 
( 6 -16) 
(6-17) 
以上 より、商業胞設の利用回数 ni jは式 (6- 18) でぶすことができる。
n I J =
β 
T . Z j 
β 
K i' l i j 
T • W j 
β 
K i' t i j 
( 6 -18) 
すはわち、居住地 iIこ住む消J'l.{1が商業施紋 jを利用する回数 li商業総投 jの
魅 )JJ立Zj の β 釆に比例し、居住地 i から商業施設 j までの時間距 ~1 l i jのβ乗
に反比例することになる。また;O:.(6-17) に含まれる商業総設の魁)J'立 Zj 
li外生的に与えられる変数であり、 Ki はこの商業施設の魅力皮と居住地 iから
1ー22-
;t~ Jl施設 k までの時WJfi雌の比をすべての尚主総伎についての計したものである
から 、 める叫 J~.'， で存イEする 1商業総泌を 巧 えた.ij.~f)、 1:可集結 ajt かるtrJ ~.J 的に帰れた
ところにある Jj住地の Kiは小 台く、 1'~ hli設のi!rくにある約0:地の Kiは人さ
くなる。したがって、 この Ki はすべての尚JL施はに対する民{I:!1l!iのアクセメ
ピリティと解択でき、 Kiが大きい日0:!1l!ほどn拐の手IJf'! 設が尚いことになる。
ここで l~J られた式 (6 1 8 )における Zj/ l ìj は、日住地 i に対する術 !~施
政 jの吸引 )Jを怠昧してねり 、 1u f fのモデルげ』に tl到する。
6. 3. 3 yy 物古~~とマーケット ・ シェア
式(6 ・18) でうえられる ni jは自{主!1l!iに(1:む l人の i'jl~ 'fi が丈際に 11" ，~~ 
純位 jをやl川す る回以であるから 、}，IJ0:地 iの人t:Jを Niとよれば、似合仏}出 iか
る商業胞~j への疋べ 114加者欽 X i J (;1式 (6-19; となり、グラピティモデル
が浮かれる。
Xij '¥i' nij 
T • N i . W j 
β 
K i. t i j 









式 (6-20) において Lj =L {Ni/(Ki' lij ))と おく と、 Lj は術提
総 ぷ jからみた 商業胞ぷの利用における 立地条件を袋し ている。
さらに 、 出住地 1 の人がす べて の尚来施設の中から尚之:施 ，& j を 1選 択す る ~・，，1
q i j 1式 (6-21) でぶせる。
q 1 J = 
n I J 
L n il< 
k 




こ うして、 Hu f fの1.1.物行動の陶業施設i択の確率モデルがI'fll命的に導かれた。
刷業.?a，没 iの総需要lま式 (6-20)の Dj であるか ら、dlSrli全体における向.
3長胞ぷ jのマー ケノト ・シェア Rj 1孟次式で 与えられる。
R j 
D j 
L D k 
k 
β 
Wj L (Ni/ (Ki' lij )} 
L (W k玄 {Ni/ (K i・ti kβ) } 
k i 
W j . L j 
LWk. Lk 
k 
( 6 -22) 
すな わち、マーケ γ ト・シェアは繭泉施設の魁カ度の β采である Wj と立地条件
L j の訟に比例する。
6. t1商悶 IS) 
6. t1. 1 ~3j阻の定義
ある居住地 iにおいて、すべての商業胞設への 1人当たりの利用回数 ni jのう
ちで、 ni kが般大であるとき 、居住地 iは商業施設 kの紛聞にあると定義する。
すなわち、 M { 1、 2、 ・・・、 m} とすれば居住地 iが商業胞投 kのl窃図に
l寓するのは式 (6-23) が成立するときである。
nik=Max {nij} 
j E M 
-124・
( 6 -23) 
6. 4.2 ，I}jlωの設定}jtJ: 
いま、 2つの向主Iii!i，没八、 Uがめり 、それぞれのむプJt主を Z.4 、 ZB とする・
また、{[.t:の川 I白川ら川附八 、日 までの川川を tA、 1Bと付と:















( 6 -20 
(6 25) 
と ζ ろで、日住地 Pから 2つの耐え・他校八 、 H までの ~1i1m m縦を<1A 、 dsと
すると 、 d，¥、 dB 's居住地 Pからそれぞれの崎支:.J~-::" 設に移動 t る際の平均i!!1 1え
v A、 vB をJljいて次の式(6 2 6 )でぶ t5hる。
d，¥=-vi¥' IA 
dJl=vJl. Is ( 6 -26) 
2つの尚業総投八、 Bへの 1人当たりの利用回数か等しい点の軌跡は、向閤の
t昆仰を決しており 、ib.りに点 pが これをhIiiしていると:とえると 、 nA 
り、式(6 2 4 )と (6-26)から式 (6 2 7 )が成立す る。
Z Jl. v s 
d B 
n Bよ
( 6 -27) 
この向l(!jの担 保上の点から 2つのiIl1l持政 A、 。までのfl1縫の比 dA / d B 1;、




は凶 6 1のように錨くことができる。この円と x村との交点を C. 1)とすれば、
JAi. C は八 β 間の ~I! 縦 d を vAZA: vs乙B に内分1・る点、であり、点。は外分する
点である。式 (6 2 7 )と比絞すると明らかなようにこの円の外側では式(6 




式 (6 2 8 )より、.tIJ川回数が等しい 2つの 1(Ij~施設までの距離の比は 、 それ
それの磁業絡設に到達する平均速度の比に比例し、また刷業施設の魅力度に比例i Z A' v A Z B' v B 
〉 n A> n B ( 6 -33) 
していることがわかる。
ところで、 1s1業施設八、 日lこ虫、jして、 ZA > Z s としても一般性をうたわない乙
とから、居住地?の隆肢を(X， y )、 2 つの商業施設の空間ié~ を d とすると、
dA Iτ777τ、 ds = /((j _ X)2+y~ であるから、式 (6-28) よ
り、 i尚業施設 AとBの結))rJf.の比はみ:式のように~すことができる。
d A d B 
ZA' vA ZB. vs 
一一一 ー一一一く 一一一一
d A d B 






.; X 2 + y 2 v B (6-29) 
これより、円の外側が繭主総投 Aの向凶であり、fIJの内側だけが 8の尚聞に限ii:
さオ1ることになる。
これまでは点 Pから商業施設 A、 Bに移動するときの平均的な速度 vA、 vBを
l待出して商圏をぷしてきたが、以下では、~市園内の移動ilI;肢は平均的に等しい
と~.え、 v A = v Bのもとで滋論をjlJ:める。この仮定のもとでは式(6 3 1 )と
(6 3 2 )は 2つの商業胞設の魅力皮だけの式となり、 l期間は ZA と ZB だけ
を附いてぷす乙とができる。乙のようにJ号えるならば、 2つの商業総投 A、 8が
あるとき、商業施設としての魅力皮 ZA とZBが ZA > Z B であれば、劣位にあ
v(d x)2 寸 y2 V A 
式 (6-29) を展開して、式(6 3 0 )を得る。
( 6 -30) 
(x -e )主十 y2 = r 2 
式 (6-30) において、 e、 r(;1.次式で示され る。
c = 
d 












すなわち 、点 Pの軌跡は点 O(e， 0) を 中心とすると~径 r の円である。この l刻係 依J6 - 1 耐聞の設定)j法
1ー26・ ー127-
る向~/j'æ投 8 の尚胞は点 B から後方に移動した点、 O を【1) 心とする半径 r の円内に
似定され、伐る寸べての空間上の点は商業絡設 Aの尚胞に印することになる。も
らろん、 ZA Z 8のときに は、必i聞は A Bを丞叫に 2等分する線で 2分される
制以である。 ζ うして、 Rei I 旬、 Converce らによ ってすでに I900 年代前
'1~に明らかにされた陶闘を消費者 X1 物行動の恕論的なモデル lこ滋づいて説明する
ことができた I判・ 21)1。 図 6-2には、商業施設八、 Bの利用回数 nA、 nBと
尚聞との関係を焔く。
6. 1¥. 3 ?51数の商業総設の附図
さらに商業協設が 3つ以上ある幼合に li、商問 li(xのようにして決定される。










図 6- 2 商業施政の利用行動モデルと陶幽
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時間短~
ぷ八、日 、 CをJ5える 。 3つの I助活ぬ設の魅力I立を ZfI、乞 B、 zCとし、それ
らの関係を ZA >χ 日>z c とする。このとき 、 それぞれの尚臨 1;1.、 3 つの ~.I 八
とIl、 BとC、およひ八と Cを考えればよい。まず、八と Bの対では Bのi灸Jjの
点目。を中心とし、 :1，i壬rA8の円^Bの内側が AIこ.(ttる日の胸囲であり、 t足る
了~1lI1 tべてが Aの，Ilj闘である。日と Cの長jでは 、 Cのi灸ゾiの点 C1をlJ心とし、
、1，1't r s Cの円 BCカ)sに対する Cの，1可i閣であり、伐る京IlJIすべてが Bの，1'I剖であ
る。さらに 、 AとCのあjでは Cの後Jjの点 C2をII心とし、半径 rACの川^cか












。>^ > C 
C > ^  >B 
円 BC内. rlJ ^  C外 :^>C>B
円^13外，円 sC外 :^>B>C
(6 35) 
たたし、^> sは Aが Bより優位にあることを示している。以上より、創業施






式(6 3 1 )と (6-32)から次の式で表される。
d 
s B 0 . 一( Z A/ Z B) ~ - 1 
d 




C C 2 = 






(Zs/ZC)一(Z C/ Z B) 
( 6 -38) 
d 
r AC= ( Z A/ Z C)ー (ZC/ZA)
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6. 5 交通胞l!t tま備と!ßj集結紋の立地による絢法施設の需~の変化 ・ 11
6. 5. 1 交通 h"~~ r.~仰による影響
交通総設が鐙備されることによって商業給設までの時間前1雌が泌総すれば、 I1j 
t'l~ の Inj~絡役のねJlJ行動、すなわち買物行動は影響を受ける。 ここでは、公;ill
b包設旅 ~iiJ' による 1間決他投までの時 1m 短絡が買物 rl:f:}.g に放 tます彫将を ~r.mするゐ・払
を説明する。日住地 1 から必!Xi施設 jへの時間距雌が短絡され、 l i j から li j 1 
になるとし、そのときのjぷ住地 iから 1商業胞設 jへの新しい+IJJI l!J 放を ni j 1と
すると、 ni j 1 (;1. A (6 - 1 8) と同級lこ次式でぶされる。
n i j 1 . 
T • W j 
β 
K i 1 . t i j 1 
式 (6 3 9 )における Ki 1 1;.、
ββ lー




( 6 -40) 
また、交泌総投t;~備後の起住地 I から商業胞設 j への延べ口物:lí~を X i J 1とす
ると、 Xi j 1 は式 (6 1 9 )と同織に次式で表される。
N i . W j 
X i j 1 -T • 
K i 1 • l i j 1 
β 
(6 41) 
ゆえに、 ifij泉純投 jへの新しい需要は Dj1 はまえ (6-20) と向械に、
Ni 
Djl =T'Wj l: 
i β 
K i 1 • t i j 1 
1ー31-
(6-42) 
となり、交i1!hi! ~が të ，みされたことのよる商業施設 j へのお:!.!!の i白川Jlltð Djlは、
f苦悩riIの市民 Dj と姥備後の需要 Dj 1の差をとることによって、式 (6 4 3 ) 
で与えられる。
また、向lH包設立地後のI.:<i住地 iから街業施設 jへの延べ'i1物右政 XI j 2 1.、
式(6 J 9) と向f.~に次式でぶされる。
:¥i Wj 
K i 2 
β 
t i j 
( 6 -H) 
dDj1 '" Dj1 - Dj ( 6 -43) 
Xij2 = T . 
さらに、公 j旦ぬ投~仰後の新しいマ ー ケット ・ シェア R j 1 は式 (6-44) で、
νェアのi曽川!i1dRj11ま式 (6-4 5) で表される。
ゆえに、尚舟~hI!，没 jへの新しい需要 1;.D j 2 1立、式(6 2 0 )と|司!.~に、
Ni 
H j 1 = 
。j1 
L D k1 
k 
(6 H) 
。j2 '1・ .W j L 
iβ 
K i 2 ・li j 
( 6 -H) 
d R j 1 
????????? ( 6 -45) 
となり、新しいl商業施投 Oの立地に・よる商業胞設 jへのお裂の減少!i1d 1) j 2 li、
従前の:7，I:el D j とお1しい需2!!Dj2のAをとることにより、次zえで与えられる。
6. 5. 2 商業総設の立地による彫響
従~とから rn 例の 1商業絡設が存在するある郁市圏において、さらに地点 O に総力
佼 Zoをもった商業絡設が立地したとき 、従来からある陶泉純設への買物省散に
変化が生じる。出住地 iに住む消費者の商業施設 jへの新しいやj周回数を ni j 2 
とすると、 ni j 2 1ま式 (6-18) と同織に次式で表せる。
dDj2 : Dj - Dj2 ( 6 -50) 
また、新しいマーケ γ ト・シ品ア Rj 2は式 (6-51) で、また Y ェアの減少
fild Rj2は式 (6-52) でぶされる。
R j 2 = 
D j 2 
(6-51) 
T Wj 
(j=1.2，'・・ ，m. 0 ) (6 46) 
四
三 Dk2 ・t D 0 
k=1 ?? ????
β 
K i 2 ・ ti j 
Ni 
式 (6-46) における Ki 21;1.、居住地 iから新しい商業施設までの時I:Jlil}般を
l i 0 とすると次式のようにぶされる。
ただし、 00 T 'WOL = T . Wo・ Lo
β 
K i 2 ・li 0 
d Rj2 ' Rj - Rj2 (6 52) 
β β 
冊 ZK 乙O
Kì2 ~L + 
}¥:1β ー1 β-1
l i k t i 0 
(6 47) 
以上からわかるように立地条件を点す Loの大きい地点に魅力度 20 の大きい
商業胞訟ができるほと、 ~(j の間業施設のマ ーケノト ・ シェアの 01 ドが人となる。
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6. 6 鉾線道路の?を備が商業胞設の利用 iこ及ぼす彫響の3十.fil2::) 
本町Jでli、これまでに述べてきた磁業施設の利用行動モデルとそれに )Jづく買
物需賞、商閣の彼定 }j 法を用いた実証分析を行う。対象地i止は、徳島広~ ðl~ 市圏
で、そこに新しく辿設された国道バイパスが消費者・の商業他投の手IJJ日に &1ます影
響を，，~ fitする。
6. 6. 1 ~~町方法










i且~鐙備効果に関する従*のú)f究 Iま、中村ら :?!'J によって、わかりやすく箆里2
8れている。そのうち、直接交IJ!l-1の計frtli 、 ili~ 艶仰が ~r.~ な進院をみぜた I 9 
6 0年代からさかんに行われ、擁立した方法となっている川'。 また、間後効果
については、地域の往来や住民の日常生活等に及 lます彫響に閲する研究が行われ、
'!r伊J< • もみられる。近年は、 I也価必艇を反映して、道路整備の質問と使~の傍
I:Åをめぐる研究主わや資産価総からみた整制効果の ~h'ì1に|則する研究 271 もみら
れる。ここでは、道路の箆備が住民の臼常生活に及ぼす影容のうち、商業総設の





























史時fI目、内閣を tft 定し、その~をもって銭。ið 効果とする。
6. 6. 2 分析対象地Ji:1:と道路のf定的状況
( 1 ) 分析対Kt.ltllほと泊j~ h'iH!( 
ケーススタディとして、徳島市を中心 Iこ市北に必る仏Li必 11 .f)古野川バイバス
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およびlHi1 5 5 号徳島問バイパスの鐙悦効果を 3十冊する。文Hえ地 J~Iま、国 6 -5 
に示すように、パイパス浴絡のま在備かiJ'j賞者の商業施設の手11mに影響を及 tますと
巧・えられる 3r行2IDT <tt 仏市、~fIP1J rti 、小松島市、 ~tg BlT、および松茂町)とし
た。分析の 1時点は昭和 60年とし、この年におけるパイパス格。!日効果をバイパス
がない1;.1合と比較する。
昭如 60年の図書?別伝によれば、徳島県の総人 口約 83万人に対し、分析対象

















ること、また各商業総肢における飲食料品の阪光幼の比 z告がこれらを除く怜 f.~if 
今体の比 l.t~の 3 分の 2 以下となっていることから、九j 匁とした，nì泳胞 42 への n ルl
り品の{氏 (j.引が必い ζ とがうかがえる。また、 GつのIli~胞投 1111 には規般の況が
みられるらのの、これら以外の商業絶品と比べると大鋭校であること、さらに l
カ所に!illlt.<fJIを含め多純の小売J苫がααする俊合的な尚業施段であり、 r(jlじよう
な目的での11.物がどの施設でもロ]能であるととえ、 ζ れらの 1羽生胞役での ']1均の
慣に大きな;~ ，まないとした。関 6 5'こは、対象とする 6つの火JJ.!1史尚IJ/I!i ~&の
位置も示しておく。
( 2 ) ;且~I\の?をIriii 状況
国道 1 1りおよび凶滋 55号は徳島瓜点昔sを市北によ1::る交通の動脈であり、近
年の交i岳民のj的大によって、交通がしばしば渋滞するため、交i辺の*，Hu、以J.I!i~l: 
の地減IJ発のlHキ施設として機能させることを目的としてバイパスか悠ぷされた。
国道) ) 1)のバイパスとして建設された占野川パイパスは彼自rliかちどさ仙 l
r固から北へ、鳴門 r!i北滋IBTに至る.i!l;民 16. 9 K m 、申品目 2 t1 -30m 、 'h~
欽 6車線、一部 4!1lt:ilで計画されている。昭如<12年に工事にdfし、段階的に
工事が:i[められ、昭和 60年までに 2-3車線の笛定市線であるが 12. 0 K m 
が{共月4dれ、 U{lf日63 "1;には全線が1m.iffiした。
国道 55りのバイパスとして建設された徳島耐バイパスはteωiliかちどき悩 l
γ白から t;. jへ、小絞};!， r!J 大林町てU!liu55号と筏枕する延長) 2. 9 K m、組u
2<1-30m、I線放<1'1 線、一部 6 ・lì~ のバイパスとして ~t ldjされている。 Rfl
拘 47i.FIこ工事に着手し、段階的に工*がl1tめられ、昭和 57 ~I: までに-sjl_.ド
2車線のTJf~ 'fi 線であるか、小絵 ftjr!i ~芝生町までの延長 8. 5 K mが、さらに8{1
伺 63年までには延長 9. 5 K mがIJtmされている。
G. 6. 3 尚業施設のや1m行動モデルと魅力度以l数のi佐定




Cき=bβC 1= aβ 、ただし、
品物
7~\ 濯附 IUJ 、 j妥 ~!ISI立等多くの特性を通して総 )J を感じると忠わ
i間賞者 li 商業施設の小売り外~ÙJiM、Ult 'f;-'1、するための閃歓を縦突する。
{必絡、の位i:;さ、




P k 1こ閲するデータが必~である 。
と所要時間 tj、
と駐iH(J. rn P j、
n k すなわち1物回以 nj、











o 1 tI人の被験-11に郵送で配.{fj回収を行 ったところ、
動に!日!するアンケート制作 j により収集した。











11t までの所史 H与 IIlJ、 n 物 11与の交通手段に l刻するデータを í~J た。
は食料品~;日常品の:i1 物に|則する質問も行ったが、
アンケートの凋査結果から、の (j;JJ [i'IJ4見放をi!Jた。





S j Z j 
IJ 'ì~' 品の 11 物にパイパス道路の鋭的が火さな彬'却を 1j→ えてゾ己防で行われており、
l~ ζーこでは先述の l商業hUl:設の4.'1j1をも Y.ilし、そこで、いないことがわかった。:小光り床面 積S j ただし、
次に、回り品の 'i:n~ をみl すl としてバイパス道路の整備効果を H!ilする乙とに寸る 。:駐!1容盤p j 
I 4ソーゾーンの広さを Jt滋して、アンケート‘J~Ifiのサンプル敬、居住民!!0I1J >e、b :パラメータa， 
各ゾーンから 6つの刷業締役への lカ月の i人当りの平均1物副放とンに分け、
アンケート制fi時JYIにおける尚一方、，n;え抱;立までの平均所定時間を算出した。向Xd包設の平IJi羽行動モデルと魅力度関数のI佳定( 2 ) 
業? 総~の小52 り床面的、位取容量 lまぶ 6 - 1に示すとおりである。ここでは、式 (6-18) に示した利用行動モデルのパラメータ β と式(6 
のパラメータ β、il回帰分析によって式 (6-55)以上のデータをftlいて、bを同時に縫mする。の!Ui:t&i!i‘;交の魅力度開lXにおけ るパラメータ a、5 3 ) 
b = C ~ /β から魅力度開放 (6-53)/β 、C， a を限定し、C2 C1 その手'1m国政のkを考えた場合、2つの商業胞設 j、任.むの肘住地において、
ただし、以下ではのように表せる。式 (6-54)から、I 8) 式(6 J:tは、
Ir\j~施役 床而M(m2) 駐!u容置(台)
八 46，224 669 
。 6 I . 4 5 8 1 ， 0 9 4 
一一
C 9 . 74 7 900 
一
D 7 • 7 7 3 650 
E 6. 0 4 8 300 
F .， . 6 9 3 .， 3 0 
商業総設の魅力皮の指保ぷ6- 1 居住地を点す添7:は省略する。
1 kβ β n J 
n k 
( 6 -50 
























そのためのデータとして、 1.')(1;地 iから商業胞段 jへの所:l!.¥I.J 1111 、耐え~ h包~の小
伝り lふI(rift'¥とn'H '8 itlの他に、 ir質者・の1物 Q山時Ili'1・が必'}，gである。この1物
ti 11 川 111I のデータの収:\Rは凶燥なため、ロ物~欽 X i j、日(t地 iから商業nt!i投 j
への所~時 1m t i jの観測他、およひ U6 - "に示すl勘定結:9:の魁ノJL立Zj をJjjい、
i1物?'1紋のp出式(6 - 1 9 )から IIUどする。この式のぷ辺{こは買物指紋の観測
データを、;(j辺には肉主総~の利JIj行動モデルのパラメータとtß;!'it施設の魁 ))1え
を IJいてp:出した他・を代入し、 li小 2j長法によって 51~KJ的な I1]月間の商業施設
の+1)JTIに盟する所要時間の合。11'を求めた。この S占拠、l' 8 G， 8分 人，) 
がi!}られた。また 、アンケ ート制作総mから、 6つのrflj:')J施設への l人当りの総
1'1)川向欽の平均値は 2， 1 2凶/人・月とはることから、 1@の貨物における Jj・
迫の平均所要時間は、 20. 5分/闘となる。さらに、 1物において移動に{史う
ことのできる自由時間 Tの1~どと同時にモデルによ 3 てlIf ~どされる口物回以の現
状 11lJJ.祉を検討したところ、 i凶住地 i かる商業.&'~設 j への n物名以の IIIiJl1 uiと予
測ぬのHlr月係数が 0， 8 1 0であった。
パラメータ 推定価 t {直
β 2. 2 9 6 O. 8 1 7 
c、 O. 3 6 1 <1. <1 2 7 
C2 O. 1 7 <1 O. 6 7 5 
活相関係数 R""O.792 
モデルのT{IU 1 1， 2 <1 <1 
サンプル~ 8 6 
の係以 a、 bを;}(めた。この結果を表'6- 2 }:< 6 
と~< 6 3に示す。表 6- 2においてパラメ
ータ C の t値が低いが以後のモデルの適用
ではこの変数は除、かずに践 してお くことにす
る。次に 、，&6- 3のパラメータ a. bと商
業 J他。没の小売り床面積 Sj、および駐車容量






1初::')1施設 Aの能力度を ZA = 1.000とし
てぶした。
6. 6. <1 買物需要と尚臨の変化
( 1 ) 買物自由時!日11'と1物回数の推定
式 (6-18) のパラメータ β、および魅




白 0， 1 5 7 
b O. 0 7 6 








ぷ 6-5 尚 ~Iìも設の口物者数の変化とその川合
袋 6-<1 商業施設の魅力皮
商業 刷物おれJ I <Q.L-1lJ.) 
(Xl， 000人/月〉 ② 
胞設
バ 4パス パ4パス ①由③ X 1 0 0 
あり① なし② ( %) 
八 2411 2 15 -O. 6 
8 305 301 4 1. 2 
C 130 1 1 <1 I 6 1 3. 9 
。 123 109 1 <1 1 2. 8 
E 9 8 101 -3 -3. 0 
F 7 9 7 7 2 3， 1 
商業絡役 完主力皮
A 1， 0 0 0 
8 1. 0 8 6 
C O. 8 0 1 
D O. 7 5 <1 
E O. 6 8 1 
F O. 6 7 5 
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い場合に比べ、ある励会では商業続
投 Cと 0において口物.&数が 10%
以上ら多くなっている一方で、商業






し、肉業ぬよ立 A と Eはバイパスの 整
~i11 :4J !誌を あまり受けない上に、商業
総投 Cと Dへの時間短縮効果の影響
を受け客数が減少することになる。
ぷ 6-6 マーケ〆ト・シェア(%) 
の変化
商;'.s バイパス パイ パス
施設 あり なし
A 2 1. 9 2 5. 9 
8 3 1. 2 3 1. 8 
C 1 3. 3 1 2. 0 
。 1 2. 5 1 1. 5 
E 1 O. 0 1 O. 7 
F 8. 1 8. I 
さらに、パイパスがある場合とな
い~\合のマ ケ y ト・シェア Rj の変化を表 6- 6に示す。表から商業路設 Cと
Dが I% t.:J立JflJえているが、八、 B、 Eの 3つの商業施設でやや減少傾向にある
ことがわかる。商業胞設 Bでは総買物者数がi(IJえているにもかかわらずシェアは
減る結果となる。これはバイパス箆備によりやJ{史i生が向上し 、 その効梁を.uも受
ける 1商業$'la;投 Cや Dに比べ 8はその(111ぴ$が{ぼく、これがシェアの減少につなが
ったと推測で きる 。
( 3 ) il 法施設の利用における時間短縮効巣
日告問題納効果 1時間価値をH1いれば経済学的に計置する乙とが可能になる。そ
こで、道路終的が行われなかった励会の居住地 iから削;!s$'a.投 jへの延べ'fi.物者
数 Xi jとそのと きの商業施設までの 所 要時間 li jから髭備が行われたときの所要
時 IlJlij' を引いた時間短縮蹟との積である総1与問短縮毘にi時IUJ価値を采じるこ
とによって時間短縮効思を算出する 。




式 (6-56) においてJ.!iU・地 iから，l'G~絡股 j までの L べ日明訂以 iニ júf;i ~乏
備が行われなかった場合の Xi jを用いているJlJrlJ ，ま 、 本研究では、，f!j~ ぬ伎のやl
m において、ii'i1.'l名・ 1;1.口物のft!E)Jに{史うことのできる rlllI時1mTのIJで幼IJをl:
大化するような利用回以を決定しているとしてとるえているため、迫絡も，.~ t~ が行
われたu;r後においては Tが変化しないと仮定すれば、 l白xぬ設までの所11!時 11の
たi結による臼 I.J時間のmJl分(節約分) ，主新しいIH加に{史われることになり、 j且
l#I 1花 ~iii がある均合とない~合の 11 物の移動における総見rr :l!!時間は会. 化しないこと
になる。したがって、ここでは j{i路が終備されたことによる口物の移動防n:1の総
節約分を時1:11短縮効果として計Rする方訟を従来する。
1可決施設の .[-IJffl における n~fnil短縮効*を式 (6 5 6 )を伺いて ~t.Iilすると{..;.
6 - 7のような結果・がmられた このとさの買物岡敬 X i jにはう¥:1ニmられたモテ
ルによって11:定したパイパスがない場合の fiUを、また11.物における附間価If(には、
3， 7 8 6刊/時間を用いた。この時Wl価値の1?tBであるが、 6. G. 3で悦砂i
した tm r1i 併設手IHl行動に関するアンケート拘ftJの中で、道路t:'備による 'il初
目的1与の移!l.}J時間の);u納盟 O tに対する文払いぷ思客員企 C に関する nl湖を行った。
そして、移動時期の短縮盟にあjする支払








な ~\o 次に、向業胞設に {j 目すると U~ 11 
短摘幼果は買物者数の比率に比べると商






同6-6 時 UH 短縮効果 ~f 恨の
ためのゾーニング
表 6 7 街泉純設の干1)周における時rm短縮効果
S. C. D.~ r.n短鮪 効果 E i j ( ) . 0 0 0 PI〆JI)
l' -'1 A 8 C D E 合け。 。1. 828 。 113 1 ~ 8 2. 149 
t!: 2 。 。 238 。 H 116 389 
3 。 。 。 596 36 ~ 
2.22876 3 21.29738 3 
島
4 3.852 6. 111 4. 112 5. H4 512 
3 。 。 291 。 ~9 210 557 
6 。 。 228 250 31 135 6~5 
市 7 1.650 2.270 1. 215 921 337 897 7.290 
8 。 。 H 。 12 73 
21230 8 
9 。 。 79 75 。 H 
~n 10 261 329 284 280 。 126 1. 291 
1 97 120 108 103 。 5~ 482 
門 12 430 537 474 467 。 231 2. 129 
13 81 101 9 ~ . 89 。 50 415 
可7 14 106 132 126 118 。 70 552 
15 56 79 67 63 。 39 293 
16 328 406 354 。 127 。
1.8218 6 17 520 643 331 234 90 。
松
18 145 179 164 。 69 。 557 &b 19 188 231 221 。 110 。 750 
市
20 55 68 66 。 35 。 224 
4公 21 504 647 500 512 。 191 2. 354 
:lt 22 。 。 162 167 47 115 490 











図 6 7 パイパス j質的による Ilijl(!jの変化
( ，，) 1羽聞の変化
バイパス道路のf警備効果を I商閣の変化からみるために、バイパスを中心に左石
2 k mの地域を 365個の 50 0 m x 5 0 0 mのメ〆シ A に分割した。各メッシ
ュにおいて商業施設問の利用回散の比取をバイパスがある場合とない場合につい
て算出し、そのメ γ シュ li 利用回数の比率が応大の商来~設の商閣に含まれてい




本心で li 、消 1~ .fj・のIlixf施投の平1)J刊行励を効JT政大化仮説によって説明し、そ
の手1)J!J行初モデルとしてグラピティモテルを珂!"命的に必導した。次に、向閤を定
義し、 13られたモデルを舟いて商閣を推定する刀法を示した。さらに、このモデ
ルの氏.:Jfiとして、公jilb色投 ~(;;;I や I陶 JZ 施設の立地による買物需要の変化の限定ぷ
訟についてえeべた ， そして、刷業経投の1JJH行動モデルの通用例として、事宇線道
路の ~í~ ~iiJ が尚， )長絶般の+IJHJ Iこ &1ます民~~の，jtmの実:IF分析を行った。 ー
まず必初に、 6; 2では、本研究の視点およひ従来の研究との!則述について辺
べた。その内容はひ:のようにまとめられる。







x-胞設のflf1I行動モデルのア プローチは、 ij'1'1.~ I;t.向:'i施設の.fITH行動におけ
る移動の総附間ル'I.t/.Jの中で効用を般大化しているとの仮定から 、他人の行動を
モデル化するものであ り、 Ni edercorn and B echdo Il と同じような方法であ
る。仮定した消質.lJ・の効用問数 l孟、商業施ぷの利用回数は消費者の居住地から







① 商業施設の手IJ川行動をmt'1.者の効用般大化仮説からモデル化し 、 それぞグラ
ピティモデルで説明できるこ とを示した。この結果、これまで u物行政j を説~月
するために用いられてきた Rei 1 yや Hu ffの経験則を恕論的に導くことができ
た。
@ グラピティタイプの モデルで返された商業経設の干11m回以の tf定式から、{王
志の ìßiX 施設の官i :t:1毘やその磁業h"'ffi 設の~rli全体におけるマーケット ・シェア
を算出する式を訴導した。また、 i1fi者からみた各商業飽設の買物の手'1便性を
ぷすm僚について巧'察した。このnH震は 、 そのゾーンからすべての i商業総設ま
での叫Ull距離とそれら商業他殺の魅力皮をHIいて1ltill¥に表すことができ、商業
Õ~設の立地戦略上1]要な情報といえる。








@ j厚かれた結果 li、 Rc i 1y、 ConverccらのItlj俗lを説明したことになるが、こ
乙では空11距離をB!，IUj i'e躍に立役し、i!.;雌を時間阪府Eでぶしている ζ とから、
今後の交泊施設が tijが問[{!Jの変化に IJえる影将を分析寸・ることが可能にはった。
(I. 5では、 6. 3と 6. "・C従来したモデルと氾i(:1 そ l~， fll して交必胞~t主ぬ
と開業施22 の立地が l!li ;定施役の ftl1羽と 1均闘に及ぼす影響を~I"1置するブJ位・を説明し
た。その内'1;1;1.次のようにまとめられる。
① 交通胞l!if;守備やtTiしい術文絶設の立地が{芝公のl磁業他r&に与えるインパクト
を:引 tltJするために 、 1!'¥1:!s施設のお2!:Jitの変化やマーケット ・・Y $. アの変化をtI
IHするプ'iWについて述べた。これらの }j法 1;1.、 ij'n 'fi や交 jffi 位以の ~I' 同 EI本の
みならず、 l潟来活動上体からみても今後の，fijjf 前五bのゐ・li'J!生を匁lるために fiJl
なものとなる。
そして、 6. 6では、提案したモデルを応Hlして、追郎作偽が，tli業絶訟のftlIJ 
に&1ま.す彰仰を，，j・li1した。ここでi!}'られた成以 1;1.次のようにまとめられあ。
① lきIil! 1 1 1;吉野川バイパス&.び仏l.il5 5 号徳 .ç~r将バイパスをケーススタディ
とし、 f:l;刃:施ぷの手IJJH 行動モデルを ~L~mしてバイパス i(i11*の?を怖が倍iエ』主役へ
のお~や ;t百凶に及 iます政3 1肢 を ..1・ tit した。分 vr においては、モデルの推定刀法を
示し、tf¥j:Y; 飽位のftJHlに閃 F るアンケート~':.l ú およひ、尚業施必の特性データを
)1]いて 、内法胞設の1'Jfl行動モデルと肉業総投の魁)J1St I~ 数を1ft ~どした。モテ
ルの惟~においては、買物Il'f の自由時 WI の低定方、主らに 35・ I:S. t る点、もよ~!lilと
してあげられたが、道路1if仰効果の分析に使えるモデルが得られた。
② パイバス略的による時1U1Au紛は 臼物多数に大きな 変化を与えており 、 パイパ
スかある時合とえ五いt品会を比較すると、ない場合に比べある場合においてil1勿
?区以で 10 %以上、ま たマ ーケット ・シェアでは 1% f'.'庇 l~ え ている尚昆胞設
があることがわかった。一点、需要の減少する向業施ぷもみられた。 i且給能備
は、買物行動を行う m n者ばかりではなく 、刷業主体に も大きな影 ~を &.1まi す。
仰に 、i'ji'1. {i 1ま、プラスのがHl-!:を受けるのに !L べ、尚 ~_t 体の中にはプラスの
効果とマイナスの幼.!+-を受ける場合が必ず現れる。 1"!im主体slIIからみれば、道
路 lí~ tiii が外部経済の j~1 合と外線不絞 iIí の場合があるわけであり、 lÛl1u li仰を行
う t体 ;iこの点、を|分巧;.h!!したよで.:tl!ijを実行しなければならない。この点に
おいて、m絡tiHi占がlrlt'1者 のJl物行動に及ぼ す影慢のみならず、 l商業主体側か
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φ 人の行動のモデル化とそのアプローチに関する (1究は、 100年以上の長い




と想〈研究が 1960年代の後浮から行なわれた。その1:.&的な研究は、 1 sa rd 
の Iì{~ifl i:命的なアプローチによるものと Wi l$onのエントロピーのアナロジーに
よるものであろう。また、 Ni edercorn and B cchdo Il や scckmann and Wa-
I I ac c らは効fIl.P.Il論に必づいてグラビティモデルを忠治的に樗く研究で大きな
1以来をあげた。さらに、効用組!沿に滋づいて個人の行動をモデル化しているが、
!!}られたモテ'ルの締造が必ずしもグラビティタイプのモデルにならないような






[郊 3i';t ds市施設に対する泌足度怠滋の モデル化とその応用]
ds市施設の鐙備計画の野価においては、 8包設の盟、お よび配置からみた評価が






















ずることができた。 2秀数距継の投.~においては従来から ~l災距般の級念がJ.lH 、
られていた公園だけでなく、{也の絡設にも同微な阪念を J号慮することを試みた
ところほぽ納得する結果か í!} られた。本研究では、目ほ~備 7Jd隼 Iま決定的なも
のでなく、設定された{直に対して住民の満足率が同時に~~されるべきである


















て G I N I係数、分散、および変動係数を縫災した。このうちの公平性の 3つ
の ~Hil 化指僚をモデルの純度に越づいて考察すると 、 3 Jj訟とも使用可能でみ
ると巧・えられる。そのなかでも G I N J係数は上限値と下限偵をもっ性質から、
計l!!!1Jl'価のための指僚としてより有効であることがわかった。
③ $'f価モデルの関数形としてロジ〆トモデルとプロピ y トモデルの 2純Z買をflI








て、手I1m .fiの ~J 川を仮定し、 ~J .rn Ifk大化辺論から施設の利用行動 モデルを場いた。
このモデルは手11m者の施設の需要t海道をIIJl論的に表現したものであり、その内容
について保々な~祭を行った。そして、施設利用行動モデルの実証分t1Tを行い、
モデルの (î 効性を検討するとと も に公凶利 用における需~ìH'II;鐙を tlnt:した。気~ 5 
1;1の成果は次のようにまとめられる。
① 個人の施設の需要行動を説明するための基縫慨念である利用者の効用関数を、
やJm 1'iに与えられた自由時間、所得、施設手11mに伴う 費用と時間、 およ び施設










利IJ色l散は、ぬ設の平11m に~する費用と時間か ら成る一般化 費用のJtt)IlJに2・jし







[第 6な 効用M大化による 1商業施設の利用行動のモデル化とその応則]
第 61-;Lでは、 tl'H此者ーの前j;総h'U交のAI月]行動を効JlJJ最大化仮説によ って説明し、
その利用行動モデルとしてグラビティモデルを忠治的に~みした。次に、商闘を










るが、この結果、これまで口物行動を説明するためにmいられてきた Rc i 1yや










，fl JII 凶数の多い向謀総投 I<f.、そのゾーン を前回 として合むという巧・ えに).~づい
て内閣をぷす式を J!J，いたところ、 1t1i四は商業施設の鮎}]!立とそこまでの時間距
雌の比で1<されることがわかった。この結果は Rc i 1y、 Convcrccらの向閤を
ほ明したことにはるが、ここでは空間距穏を時 11ru 雌に主役し、犯蹴を ß~ 間距
維でぶしていることから、今後の交泊施設笠仰が l白胞の変化に与える影響を分
析することが吋 ti~ になった。
ぬ 交通lil!i~ tr ~iil や新しい商業胞設の立地が従米の 1\可 ~h包設に与えるインパクト
を計測するために、商業施設の尚1.!!mの変化やマーケット ・シェ アの変化を'J1
11lする刀法について述べた。これらの方法は、 irln~ や交通総投の ~I 副主体の
みならず、尚エ活動主体からみても今後の商業活動の }j向性を知るために有用
なものとなる。












導くことができ、 dらlこ、W 3.t:から第 6I:Lの応1TJ~l で示したように、ここで導












だいた。また、本論文の作成にあたっては、終始、心 ìl.ilかな御 m~態 と御椛t.ii'附
った。ここに、 j主将なる感謝の，f!.-5: };:します。
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